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市
民
の
願
い
が
か
な
う
　南
九
州
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
テ
ィ

み
や
こ
の
じ
ょ
う
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都
城
で
の
口
蹄
疫
発
生
か
ら
約
１

年
。
昨
年
６
月
９
日
に
市
内
で
発
生

し
た
口
蹄
疫
は
、
畜
産
農
家
だ
け
で

は
な
く
、
流
通
業
や
飲
食
業
な
ど
、

多
方
面
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

市
は
、
今
後
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な

事
態
を
招
か
な
い
よ
う
、
家
畜
防
疫

日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
防

疫
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
き
ま

す
。

都
城
に
は
「
絶
対
侵
入
さ
せ
な
い
、

絶
対
発
生
さ
せ
な
い
」
を
合
言
葉
に

取
り
組
み
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

畜
産
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23‒

２
７
６
９

●
衝
撃　

突
然
の
飛
び
火

　

え
び
の
市
の
口
蹄
疫
が
終
息
し
、
復

興
へ
の
取
り
組
み
が
始
ま
り
だ
し
た
６

月
９
日
の
午
後
４
時
、
畜
産
課
へ
の
一

本
の
電
話
が
長
い
闘
い
の
始
ま
り
で
し

た
。
日
本
屈
指
の
畜
産
地
帯
で
あ
る
都

城
に
口
蹄
疫
を
絶
対
侵
入
さ
せ
な
い
、

発
生
さ
せ
ま
い
と
市
民
一
丸
と
な
っ
た

車
両
や
畜
舎
の
消
毒
、
人
の
集
ま
る
イ

ベ
ン
ト
の
自
粛
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
け
に
、
関
係
者
の
受
け
た
衝
撃
は

た
だ
な
ら
な
い
も
の
で
し
た
。

　

市
は
、
そ
の
日
の
う
ち
に
殺
処
分
を

決
定
。
被
害
を
広
げ
な
い
よ
う
家
畜
保

健
衛
生
所
の
電
話
か
ら
１
時
間
30
分
後

に
は
、
職
員
が
現
地
入
り
し
、
消
毒
や

今
後
の
対
応
に
当
た
り
ま
し
た
。

●
悲
惨
な
殺
処
分　

現
場
の
声

　

現
場
の
作
業
員
は
、
防
護
服
や
着
て

い
た
下
着
を
処
分
し
、
全
身
の
消
毒
を

受
け
る
な
ど
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
の

対
策
を
徹
底
し
ま
し
た
。
ま
た
、
携
帯

電
話
な
ど
の
持
ち
込
み
も
制
限
。
限
ら

れ
た
通
信
機
器
を
利
用
し
て
の
連
絡
体

制
と
な
り
、
意
思
の
疎
通
が
ス
ム
ー
ズ

に
い
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
消
毒
に
使
用
す
る
消
石

灰
が
履
い
て
い
た
雨
靴
な
ど
に
入
り
込

み
、
や
け
ど
な
ど
の
症
状
を
訴
え
る
人
、

殺
処
分
し
た
牛
の
鳴
き
声
が
耳
に
残
り
、

心
理
的
ス
ト
レ
ス
を
訴
え
る
人
が
出
る

な
ど
、
過
酷
な
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

●
即
時
の
判
断
と
対
応　

み
ん
な
の
協
力

　

過
酷
な
状
況
に
あ
り
な
が
ら
も
、
こ

れ
以
上
拡
大
さ
せ
な
い
と
い
う
作
業
員

の
強
い
思
い
が
、
発
生
の
連
絡
か
ら
わ

ず
か
１
日
で
殺
処
分
か
ら
埋
却
ま
で
完

了
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
は
発
生
直
後
か
ら
運
動
公

園
や
図
書
館
な
ど
の
公
共
施
設
を
閉
鎖

し
、
消
毒
ポ
イ
ン
ト
を
増
設
す
る
な
ど

対
応
を
強
化
。加
え
て
、約
４
９
０
人
の

市
民
の
皆
さ
ん
が
消
毒
ポ
イ
ン
ト
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
。
皆
さ
ん
の

協
力
で
、
発
生
農
場
を
１
件
に
と
ど
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国

か
ら
は
復
興
を
願
う
義
援
金
約
7
千
万

円
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

発生農場の埋却地にて
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二
度
と
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に

　

都
城
地
域
で
は
、
今
後
二
度
と
こ
の

よ
う
な
被
害
を
出
さ
な
い
た
め
、
毎
月

10
・
20
・
30
日
を
「
都
城
地
域
一
斉
消

毒
の
日
」
と
定
め
、
畜
産
農
家
や
関
係

団
体
、
市
が
一
体
と
な
り
、
農
場
の
継

続
的
な
消
毒
と
家
畜
防
疫
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
畜
産
農
家
で
は
、

①
農
場
用
と
外
出
用
の
長
靴
の
履
き
替
え

②
農
場
出
入
り
口
へ
の
踏
み
込
み
消
毒
槽

の
設
置

③
農
場
訪
問
者
の
記
録

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
、
市
民
の

　

当
時
は
、
正
直
、
児
湯
方
面
で
終

息
す
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
農
場
（
下
水
流
町
）
に
近
い
高

崎
町
で
発
生
し
た
時
に
は
、
自
分
の

農
場
で
も
発
生
し
て
し
ま
う
の
で
は

と
本
気
で
考
え
、
出
荷
も
で
き
ず
に

不
安
な
毎
日
が
続
き
ま
し
た
。
今
回

の
口
蹄
疫
の
発
生
に
よ
り
消
毒
の
重

小杉　力さん
（高木町）

平成 22 年

口
蹄
疫
が
残
し
た
も
の

発
生
か
ら
終
息
ま
で
の
経
過

４月 20 日 都農町で国内10年ぶりとなる口蹄疫の感染疑いを確認。県が防疫対策本部を設置
27 日 川南町の畜産試験支場で豚への感染を確認。豚への感染は国内初
28 日 えびの市で感染疑い

５月 13 日 県のエース級種雄牛６頭が西都市へ緊急避難
17 日 政府が口蹄疫対策本部および現地対策本部を設置。殺処分対象家畜10万頭を超える

18 日 知事（東国原前知事）が県内全域に「口蹄疫非常事態宣言」を発表
※市内でも各種行事や会合などが中止や延期となる

26 日 殺処分対象家畜15万頭を超える
28 日 国の強制殺処分が可能となる口蹄疫対策特別措置法が成立

６月 ９日

14:40　市内の飼養者が牛の異常を発見し、家畜保健衛生所へ連絡
16:00　家畜保健衛生所から市へ電話連絡
17:30　消毒班（20人）現地入り
18:00　高崎総合支所に現地対策本部を設置
21:30　口蹄疫防疫対策本部会議を開催
23:00　殺処分班（獣医師12人、職員50人）が現地入り

10 日

0:40　殺処分開始（頭数208頭）
2:00　自衛隊員（10人）現地入り
2:50　殺処分終了
4:36　牛舎から埋却地へ搬送開始
5:00　自衛隊員（20人）現地入り
5:39　遺伝子検査で陽性を確認
10:00　口蹄疫防疫対策本部会議を開催
14:45　殺処分家畜の埋却終了

11 日
21:00　関連農場の殺処分開始
23:00　発生農場の防疫活動を全て終了
23:30　関連農場の殺処分、埋却（30頭）を完了

12 日 15:00　関連農場の防疫活動を全て終了
７月 ２ 日 高崎町を起点とした移動制限区域の解除

４ 日 最後となる感染疑いを宮崎市で確認
27日 非常事態宣言を解除

８月 27日 知事が終息宣言（約29万頭を殺処分）

皆
さ
ん
も
不
要
な
訪
問
は
避
け
る
と
と

も
に
訪
問
し
た
場
合
は
、
防
疫
対
策
に

協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
、
市
は
家
畜
伝
染
病
の
侵
入

と
ま
ん
延
防
止
を
図
る
た
め
、
本
年
度

「
家
畜
防
疫
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
事
業
」
を
実
施
し
、
畜
産
農
家
の
皆

さ
ん
が
消
毒
の
た
め
の
動
力
噴
霧
機
な

ど
を
整
備
し
た
場
合
に
助
成
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
の
ぼ
り
旗
や
車
両
用
ス
テ
ッ

カ
ー
、
畜
産
農
家
向
け
の
防
疫
看
板
を

作
製
し
、
家
畜
防
疫
日
本
一
の
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
の
啓
発
活
動
を
積
極
的
に

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。
今
で
は
、

牛
舎
消
毒
が
日
課
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
口
蹄
疫
は
い
つ

ど
こ
で
発
生
す
る
か
が
分
か
ら
な
い

の
で
、
全
て
の
畜
産
農
家
が
同
じ
よ

う
に
消
毒
を
徹
底
し
て
欲
し
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
口
蹄
疫
の
と
き
に
得
た
も

の
と
し
て
は
、
周
囲
の
人
か
ら
の
心

遣
い
。
発
生
後
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な

人
か
ら
、
温
か
い
言
葉
を
も
ら
い
ま

し
た
。
安
全
・
安
心
の
都
城
牛
を
今

後
も
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
、
そ
の

よ
う
な
人
た
ち
へ
の
恩
返
し
と
思
い

励
ん
で
い
き
ま
す
。

了了了
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地方交付税
219億7,638万円
28.5％

市税
177億425万円
22.9％

国庫支出金
95億3,824万円
12.3％

市債
87億3,894万円
11.3％

県支出金
64億6,888万円
8.4％

繰入金
26億2,047万円
3.4％

地方消費税交付金ほか
33億8,468万円
4.4％

諸収入ほか
68億1,566万円
8.8％

自主財源
271億4,038万円
35.1％

依存財源
501億712万円
64.9％

歳 入
772億4,750万円

市
の
財
政
は
３
本
柱

　

市
の
予
算
は
、「
一
般
会
計
」「
特
別
会

計
」「
企
業
会
計
」
の
３
つ
の
会
計
か
ら

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
と
は
、
市
が
行
う
仕
事
の

中
心
と
な
る
部
分
の
会
計
で
す
。
学

校
の
校
舎
改
修
や
ご
み
の
収
集
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
に
使
わ
れ
て
い
て
、
市
税
な
ど
が
主

な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
収
入
（
保

険
税
や
使
用
料
な
ど
）
で
、
そ
の
仕
事

の
支
出
を
賄
う
事
業
で
す
。
介
護
保
険

事
業
や
国
民
健
康
保
険
事
業
な
ど
が
こ

れ
に
当
た
り
ま
す
。

　

企
業
会
計
と
は
、
そ
の
仕
事
自
体
に

収
益
（
使
用
料
）
が
あ
り
、
そ
の
収
益

で
支
出
を
賄
う
独
立
採
算
性
の
会
計
で
、

水
道
事
業
が
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

市
で
は
、
皆
さ
ん
の
納
め
た
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
、
財

政
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
か
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
年
２
回
、
財
政
状
況

を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
23
年
３
月
31
日
時
点
の
収
入
と
支
出
の
予

算
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〔
平
成
23
年
６
月
１
日
公
表
〕

　

市
の
借
金
で
あ
る
市
債
の
残
高

は
、
平
成
17
年
度
を
ピ
ー
ク
に
減
少

し
て
い
て
、
合
併
以
降
取
り
組
ん
で

き
た
行
財
政
改
革
の
成
果
が
表
れ
て

き
て
い
ま
す
。

市が自主的に収入できる自主財源は 35.1％で、
残りは地方交付税や国・県支出金、市債などに
依存しています。（％は歳入総額に占める割合
です）

　　　　772億4,750万円

■一般会計および特別会計の状況
会計名 予算額 市債残高

一般会計 772億4,750万円 779億6,447万円

特
別
会
計

食肉センター 1億6,041万円 9億1,523万円

下水道事業 30億8,115万円 238億8,035万円

国民健康保険 218億5,614万円

後期高齢者医療 16億  　45万円

公設地方卸売市場事業 3,551万円 1億3,619万円

老人保健 1,688万円

農業集落下水道事業 5億7,159万円 50億1,536万円

整備墓地 3,494万円 3億　307万円

都市開発資金 278万円

工業用地造成事業 3億5,908万円 3億5,880万円

介護保険 135億　555万円

御池簡易水道事業 3,530万円 230万円

簡易水道事業 3億2,994万円 6億8,106万円

電気事業 3,659万円

山之口総合交流活性化
センター

8,122万円 1億7,005万円

高城健康増進センター
等管理事業

1億8,623万円 3億　421万円

◎
問
い
合
わ
せ

一
般
会
計
・
特
別
会
計
に
つ
い
て

財
政
課　

☎
23ｰ

２
１
１
３

水
道
事
業
に
つ
い
て

水
道
局
業
務
課　

☎
23ｰ

４
５
１
０

平
成
22
年
度

市
の
財
政
状
況

1,100

H17

1,321

H18 H19

1,295

H20

1,252

H21

1,218

H22

1,190

年度
1,000
億円

1,200

1,300

1,400

1,297

※市債残高は、平成22年度末時点の決算見込額です

市債残高は引き続き減少しています!

42011.7



高齢者や障がい者、児童福祉の推進などに使わ
れる民生費が全体の約３割を占めています。今
後もこの傾向が続くと予想されます。（％は歳
出総額に占める割合です）

歳
入
歳
出
用
語
説
明

【
歳
入
】

■
地
方
交
付
税
／
国
税
の
う
ち
所
得

税
・
法
人
税
・
酒
税
・
消
費
税
お

よ
び
た
ば
こ
税
の
一
定
割
合
を
基

準
に
よ
り
国
が
交
付
す
る
税

■
市
税
／
個
人
・
法
人
市
民
税
、
固

定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど

■
国
・
県
支
出
金
／
特
定
目
的
事
業

の
財
源
と
な
る
国
と
県
の
補
助
金

■
市
債
／
建
設
事
業
や
災
害
復
旧
事

業
な
ど
の
財
源
と
な
る
借
入
金

■
繰
入
金
／
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・

基
金
な
ど
の
会
計
間
の
資
金
の
や

り
と
り

【
歳
出
】

■
民
生
費
／
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
児

童
な
ど
の
福
祉
全
般
の
事
業
経
費

■
公
債
費
／
市
債
を
返
済
す
る
た
め

の
経
費

■
総
務
費
／
選
挙
、
戸
籍
、
徴
税
、

市
庁
舎
管
理
な
ど
の
経
費

■
教
育
費
／
教
育
や
文
化
財
保
護
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
の
経
費

■
土
木
費
／
道
路
、
公
園
整
備
、
住

宅
管
理
な
ど
の
経
費

■
農
林
水
産
費
／
農
業
・
林
業
・
水

産
業
な
ど
の
経
費

■
衛
生
費
／
清
掃
、
保
健
衛
生
な
ど

の
経
費

その他
62億9,612万円
8.2％

民生費
243億4,216万円
31.5％

公債費
101億7,628万円
13.2％総務費

95億131万円
12.3％

教育費
76億5,441万円
9.9％

土木費
54億3,242万円
7.0％

農林水産業費
46億5,188万円
6.0％

災害復旧費
46億3,937万円
6.0％

衛生費
45億5,355万円
5.9％

歳 出
772億4,750万円

一般会計　歳入歳出予算総額　

■一般会計における税負担額などを
市民１人当たりに換算すると

市税の市民1人当たりの負担額　　　 10万5,077円
市民1人当たりの市債残高　　　　　 46万2,730円

　　収益的収支
（給水収益やサービス提供に要
する経費など）

収　入 23億　935万円

支　出 19億3,264万円

純利益 3億7,671万円

　　資本的収支
（水道施設の建設、水道管の入
れ替えなどの経費）

収　入 5億5,999万円

支　出 14億5,021万円

企業債残高 93億   267万円

■企業会計（水道事業）の状況
給水戸数………………… 64,131戸（前年比508戸増）
給水人口…………………154,129人（前年比185人減）
普及率……………………… 89.5％（前年比0.2％増）
配水量…………………1,920万㎥（前年比13万㎥減）
※給水収益などの減少で収入総額は減少したものの、

工事請負費や職員給与費などの削減により、3億
7,671万円の純利益を計上しました※資本的収支の不足額8億9,022万円は積立金および

内部留保金などで補てんしています

■一般会計における
市民1人当たりに要する経費
最終予算額を市民１人に割り戻した額は45万8,475円です。

市民1人当たりの
民生費

14万4,474円
市民1人当たりの
商工費

1万6,352円
市民1人当たりの
消防費

1万3,247円
市民1人当たりの
教育費

4万5,430円

市民1人当たりの
衛生費

2万7,026円
市民1人当たりの
農林水産業費

2万7,610円
市民1人当たりの
土木費

3万2,242円
市民1人当たりの
公債費

6万 398円

主な経費の内訳

※この算出では、国勢調査に基
づく4月1日現在の推計人口
（168,488人）を用いています
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子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
待
ち
に
待
っ
た
夏
休
み
が
や
っ
て
き
ま
す
。

さ
て
、「
ど
こ
に
遊
び
に
行
こ
う
か
」「
何
を
し
て
遊
ぼ
う
か
」

「
自
由
研
究
ど
う
し
よ
う
」
と
考
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

今
回
は
、
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
市
内
の
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
を

紹
介
し
ま
す
。

思
い
出
を
た
く
さ
ん
作
る
夏
休
み
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
各
施
設
の
設
備
や
料
金
、
利
用
時
間
な
ど
に
つ
い
て
は
、
直
接
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

こ
ど
も
植
物
観
察
会
（
無
料
）

●
内
容
・
日
時

採
取
と
標
本
づ
く
り　

７
月
17
日
㈰　

9
時
〜
12
時

標
本
の
名
前
調
べ　

８
月
21
日
㈰　

9
時
〜
12
時

※
ど
ち
ら
か
１
回
の
み
の
参
加
は
不
可

●
場
所　

早
水
公
園　

緑
の
相
談
所

●
対
象　

小
学
生　

※
保
護
者
同
伴

●
定
員　

20
人　

※
申
し
込
み
順

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

７
月
15
日
㈮
ま
で
に
、
道
路
公
園
課

　

☎
23‒

２
６
１
３

親
子
陶
芸
教
室
（
要
申
し
込
み
）

●
日
時　

７
月
23
日
㈯
〜
８
月
９
日
㈫

　
　
　
　

９
時
〜
16
時

●
場
所　

竹
楽
館

●
対
象　

小
学
生
以
下

●
参
加
料　

１
、０
０
０
円

●
所
用
時
間　

１
時
間

●
内
容　

ペ
ン
立
て
、
貯
金
箱
、
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム

（
写
真
立
て
）
の
中
か
ら
一
つ
制
作

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

竹
楽
館　

☎
58‒

６
１
５
０

親
子
ふ
れ
あ
い
木
工
教
室
（
要
申
し
込
み
）

●
日
時　

８
月
７
日
㈰　

８
時
30
分
〜
（
受
付
）

●
場
所　

山
之
口
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

中
学
生
以
下

●
定
員　

80
人　

※
申
し
込
み
順

●
参
加
料　

５
０
０
円

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会
山
之
口
支
所　
☎
57‒

４
５
７
７

夏
休
み
映
写
会

●
日
時　

８
月
５
日
㈮　

13
時
30
分
〜
15
時

●
場
所　

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
上
映
作
品　

火ほ
　
た垂

る
の
墓

●
対
象　

中
学
生
以
下

　
　
　
　
（
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
）

◎
問
い
合
わ
せ　

高
城
図
書
館　

☎
58‒

４
２
２
４

植
物
名
前
調
べ
会

●
日
時　

８
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
16
時

●
場
所　

都
城
市
立
図
書
館

●
対
象　

主
に
小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

※
必
ず
採
取
し
た
標
本
を
持
参
く
だ
さ
い

◎
問
い
合
わ
せ　

都
城
市
立
図
書
館

　

☎
22‒

０
２
３
９

六
月
灯
の
灯と

う

籠ろ
う

絵
を
描
こ
う
（
無
料
）

●
日
時　

７
月
23
日
㈯
〜
８
月
21
日
㈰
の
土
・
日
曜

日　

14
時
〜
16
時

●
場
所　

美
術
館

◎
問
い
合
わ
せ　

美
術
館　

☎
25‒

１
４
４
７

古
墳
時
代
の
く
ら
し
を
体
験
し
よ
う
！
（
無
料
）

●
日
時　

７
月
31
日
㈰
〜
８
月
７
日
㈰

　

①
10
時
〜
11
時　

②
11
時
30
分
〜
12
時
30
分

　

③
14
時
〜
15
時　

④
15
時
30
分
〜
16
時
30
分

●
場
所　

都
城
歴
史
資
料
館
（
都
島
町
）

●
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生　

※
保
護
者
同
伴

●
内
容　

ミ
ニ
チ
ュ
ア
土
器
、
貝
殻
ア
ク
セ
サ
リ
ー

作
り
、
火
お
こ
し
（
晴
天
時
の
み
）
な
ど

●
定
員　

各
10
組

※
各
回
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

7
月
11
日
㈪
〜
22
日
㈮
に
文
化
財
課

　

☎
23‒

９
５
４
７
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手
作
り
天
体
望
遠
鏡
工
作
教
室
と

夏
の
星
空
観
測
（
要
申
し
込
み
）

●
日
時　

８
月
７
日
㈰　

15
時
〜
21
時

※
夕
食
後
は
自
由
解
散

●
対
象　

小
学
生
以
上
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

●
定
員　

20
組　

※
申
し
込
み
順

●
参
加
料　

教
材
費
１
、５
０
０
円　

　
　
　
　
　

夕
食
代　

１
人　

７
０
０
円

液
体
窒
素
の
実
験
教
室

マ
イ
ナ
ス
１
９
６
度
を
体
験
し
て
み
よ
う

●
日
時　

８
月
12
日
㈮　

14
時
〜
16
時
30
分

●
定
員　

20
組　

※
申
し
込
み
順

●
参
加
料　

教
材
費
５
５
０
円
（
保
険
料
込
み
。

　

夕
食
希
望
者
は
別
途
５
０
０
円
）

※
す
べ
て
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
別
途
入
館
料
が
必
要
。

中
学
生
以
上
４
０
０
円
、
小
学
生
２
０
０
円
、
幼

児
１
０
０
円
（
入
館
料
の
う
ち
１
０
０
円
を
東
日

本
大
震
災
の
義
援
金
と
し
て
寄
付
し
ま
す
）

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

た
ち
ば
な
天
文
台　

☎
62‒

４
９
３
６

関之尾の緑の村キャンプ場
と緑の村プール
　関之尾滝のマイナスイオンをたっ
ぷり浴びた後は、森林浴やテニス、
バーベキューなどが楽しめます。
●期間　７月 15 日㈮～８月 28 日㈰
　　　　※キャンプ場は通年
●場所　関之尾緑の村
◎問い合わせ　関之尾緑の村　
　　　　　　　☎ 37－2929

青井岳キャンプ場
　横を流れる境川では、水遊びが
たっぷり楽しめます。また、青井岳
荘には徒歩で行くこともできます。
●期間　７月１日㈮～８月 31 日㈬
●場所　山之口青井岳自然公園内
◎問い合わせ　青井岳キャンプ場
　　　　　　　☎ 57－4747

観音池公園子ども村流水プール
　公園内には、ゴーカートやスライ
ダーなど、子どもから大人まで楽し
める遊具施設が盛りだくさんです。
●期間　７月 16 日㈯～８月 31 日㈬
●場所　高城町観音池公園内
◎問い合わせ　観音さくらの里
　　　　　　　☎ 58－6139

山田かかしの里流れるプール
　大きなかかし「大地くん」が目印
の一堂ケ丘公園では、プールやパー
クゴルフが楽しめます。
●期間　７月 16 日㈯～８月 28 日㈰
●場所　山田町一堂ケ丘公園内
◎問い合わせ　くえびこ山田
　　　　　　　☎ 64－3455

たちばな北斗ハウス（ログハウス）
　パークゴルフや「ラスパたかざ
き」の温泉で楽しい時間を過ごした
後は、満天の星空の下で、ゆっくり
と流れる時間が過ごせます。
●場所　高崎運動公園内
◎問い合わせ　ラスパ高崎
　　　　　　　☎ 62－5526

夏
休
み
！

作
ろ
う
エ
コ
作
品
（
要
申
し
込
み
）

●
日
時　

８
月
６
日
㈯
、
13
日
㈯

　

①
９
時
30
分
〜
12
時　

②
13
時
〜
16
時
30
分

　

計
４
回

●
対
象
・
定
員　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者　

各
10
組

●
内
容　

空
き
瓶
な
ど
の
資
源
ご
み
を
使
っ
た
作
品

づ
く
り

●
休
館
日　

毎
週
火
曜
日
、
第
３
日
曜
日

●
そ
の
他　

夏
休
み
期
間
中
は
休
館
日
を
除
き
、
さ

ま
ざ
ま
な
作
品
作
り
（
紙
す
き
、エ
コ
ポ
ッ
ト
作
り
、

と
ん
ぼ
玉
作
り
な
ど
）
が
体
験
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
さ
い
せ
い
館

　

☎
36‒

３
９
０
０

リサイクルプラザ
さいせい館

たちばな天文台
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保
険
税
の
納
付
は

国
保
の
資
格
を
得
た
と
き
か
ら

　

国
保
の
対
象
者
は
、後
期
高
齢
者（
長

寿
）
医
療
制
度
や
職
場
の
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人
、
生
活
保
護
受
給
者

を
除
き
、
全
て
の
人
が
対
象
に
な
り
ま

す
。

　

国
保
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
場

合
、
届
け
出
を
し
た
月
で
は
な
く
、
国

保
の
被
保
険
者
と
な
っ
た
月
か
ら
保
険

税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

転
入
や
転
出
、
他
の
健
康
保
険
へ
の

加
入
や
脱
退
な
ど
、
国
保
に
加
入
ま
た

は
脱
退
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
は
、

14
日
以
内
に
保
険
年
金
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
生
活
課
、
各
地
区
市
民
セ

ン
タ
ー
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

医
療
費
の
ア
ッ
プ
で
保
険
税
も
ア
ッ
プ

　

国
保
は
各
市
町
村
が
運
営
し
て
い
る

制
度
で
、
保
険
税
は
病
気
や
け
が
を
し

た
と
き
の
医
療
費
な
ど
に
充
て
ら
れ
ま

す
。
医
療
費
が
増
え
れ
ば
、
国
保
か

ら
病
院
な
ど
に
支
払
わ
れ
る
額
も
増
え
、

そ
れ
を
補
う
た
め
に
保
険
税
が
引
き
上

げ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
う

な
ら
な
い
た
め
に
も
、
日
頃
か
ら
医
療

費
の
節
減
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

保
険
税
の
計
算
方
法

　

そ
の
年
度
に
予
測
さ
れ
る
医
療
費
か

ら
、
病
院
な
ど
で
支
払
う
一
部
負
担
金

（
自
己
負
担
金
）
と
国
な
ど
か
ら
の
交

付
金
な
ど
を
差
し
引
い
た
分
が
保
険
税

の
総
額
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
世
帯
ご
と
の
加
入
者
数
や
所

得
な
ど
に
応
じ
て
公
平
な
負
担
に
な
る

よ
う
保
険
税
が
決
め
ら
れ
ま
す
。

　

１
年
間
の
保
険
税
は
、
国
保
加
入
者

の
医
療
分
と
後
期
高
齢
者
医
療
を
支
え

る
分
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
加
入
者

の
介
護
保
険
分
の
３
つ
を
合
わ
せ
た
額

が
税
の
総
額
で
、
こ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
に

所
得
割
、
資
産
割
、
均
等
割
、
平
等
割

で
計
算
し
合
算
し
た
額
で
す
。（
下
段

参
照
）

　

な
お
、
今
年
度
か
ら
旧
１
市
４
町
ご

と
の
不
均
一
課
税
が
な
く
な
り
、
同
じ

税
率
に
な
り
ま
し
た
。

※１　介護分は、40歳から64歳までの国保被保険者にかかります
※２　課税所得＝平成22年分の総所得金額等－基礎控除額（330,000円）
　　　世帯の加入者それぞれに税率を掛けて計算
※３　固定資産税額＝平成23年度固定資産税額（土地・家屋）。都市計画税は除く

医療費節減のポイント
　次のように上手な受診などを心
掛け、医療費を節減しましょう。
①生活習慣を見直し、適度な運動・
栄養・休養をバランスよく取り
ましょう
②定期的に健康診断を受けて、病
気の早期発見や治療に心掛けま
しょう
③時間外や休日の診療は緊急時な
どを除き、なるべく避けましょ
う
④かかりつけ医を持ち、重複診療
やはしご受診を控えましょう
⑤ジェネリック医薬品（後発医薬
品）を活用しましょう
※ジェネリック医薬品とは、厚生
労働省により新薬と効き目や安
全性が同等と認められたもの
で、その価格は新薬のおよそ３
～７割です。ジェネリック医薬
品を使用することで自己負担分
も節減できます

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
が
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き

に
、
誰
も
が
安
心
し
て
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
み
ん
な
で
お
金
を
出
し
合
い
、

支
え
合
う
健
康
保
険
制
度
で
す
。
国
保
の
健
全
な
運
営
の
た
め
に
、
保
険
税
は
納

期
限
ま
で
に
納
め
る
と
と
も
に
、
医
療
費
の
節
減
に
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課　

☎
23ｰ

２
１
２
７

年間保険税額（最高限度額 77万円）

医療分
最高限度額 51 万円

介護分※１
最高限度額 12 万円

支援金分
最高限度額 14 万円

所得割額
課税所得※２×税率

資産割額
固定資産税額※３×税率

均等割額
加入者数×均等割額

平等割額
（世帯単位で計算）

知
っ
て
く
だ
さ
い 

国
保
の
こ
と
を

私
た
ち
の
健
康
を
支
え
る
国
民
健
康
保
険
制
度

82011.7



65
歳
以
上
の
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
人
の

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
加
入

　

65
歳
以
上
の
人
で
一
定
の
障
が
い
が

あ
る
人
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入

す
る
こ
と
で
、
負
担
割
合
が
１
割
に
な

り
、
ま
た
、
保
険
料
が
安
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
現
役
並
み
所

得
者
の
負
担
割
合
は
３
割
で
す
。

●
対
象
者

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級
の
人

②
身
体
障
害
者
手
帳
４
級
で
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

下
肢
障
害
４
級
１
号
・
３
号
・
４
号
、

音
声
、
言
語
、
そ
し
ゃ
く
機
能
障
害

③
療
育
手
帳
Ａ
の
人

④
障
害
基
礎
年
金
１
級
・
２
級
の
人

⑤
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
・

２
級
の
人

保
険
証
の
更
新
は
８
月
１
日

　

新
し
い
保
険
証
は
７
月
下
旬
に
郵
送

し
ま
す
。
保
険
証
が
届
い
た
ら
、
住
所

や
氏
名
、
生
年
月
日
、
有
効
期
限
な
ど

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

有
効
期
限
が
過
ぎ
た
保
険
証
は
８
月

１
日
㈪
か
ら
使
用
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
不
要
と
な
っ
た
保
険
証
は
処
分
す

る
か
保
険
年
金
課
ま
た
は
各
総
合
支

所
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
の
担
当
窓

口
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、病
院
な
ど
で
受
診
す
る
際
は
、

新
し
い
保
険
証
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
75
歳
以
上
の
人
や
一
定
の
障

が
い
が
あ
る
65
歳
か
ら
74
歳
の
人
た
ち

の
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
は
、

負
担
割
合
が
変
更
に
な
っ
た
人
の
み
新

し
い
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
。

各
種
認
定
証
の
更
新
に
つ
い
て

　

次
の
認
定
証
の
更
新
手
続
き
を
８
月

１
日
㈪
か
ら
行
い
ま
す
。

①
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証

②
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定
証

③
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証　

※
国
民
健
康
保
険
特
定
疾
病
療
養
受
療

証（
70
歳
未
満
の
慢
性
腎
不
全
の
人
）

は
手
続
き
不
要
で
す
。
７
月
末
ま
で

に
新
し
い
認
定
証
を
郵
送
し
ま
す

有効期限は原則１年
　国民健康保険被保険者証兼高齢受給者証の有
効期限は平成24年７月31日、後期高齢者医療被
保険者証は平成25年３月31日です。
　次の人は期限が異なります。ご注意ください。
●69歳の人→70歳の誕生月の末日まで
●74歳の人→75歳の誕生日の前日まで
●退職被保険者で64歳の人→65歳の誕生月の
　　　　　　　　　　　　　 末日まで
※保険税の未納がある人は、有効期限が短い保

険証（短期証）となる場合があります

負担割合は１割または３割
　70歳以上の人や一定の障がいがある
65歳～ 74歳の人は、前年の所得などに
基づき１割または３割となります。負担割合が
変更になる人もいますので注意してください。
基準収入額の申請を忘れずに
　３割負担と判定された場合でも、世帯の収入
合計額が一定未満のときは、申請することで１
割負担が適用されます。対象者には申請書を既
に郵送していますので、手続きを行ってください。
一部の保険加入者に２割負担の表示
　現在、70歳～ 74歳の医療費の自己負担分は
１割に抑えられていますが、国は平成24年４月
１日から負担割合を２割に引き上げる予定です。
　そのため、現役並み所得者を除く保険加入者
の保険証に、自己負担割合が「２割　※平成24
年３月末日までは１割」と記載されています。
　ただし、自己負担割合の引き上げについては、
国において今後、凍結される可能性もあります。
凍結された場合は、平成24年３月までに新しい
保険証を送付します。

※保険証の色は薄い桃色です
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企
業
立
地
の
状
況
と
波
及
効
果

　

平
成
18
年
の
合
併
以
降
、
本
市
で
は

35
社
の
企
業
が
立
地
し
、
新
た
な
企
業

の
進
出
、
既
存
の
企
業
の
増
設
に
よ
り
、

雇
用
計
画
者
も
１
、３
９
６
人
が
見
込

ま
れ
る
な
ど
、
本
市
の
経
済
や
雇
用
創

出
に
大
き
な
効
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

優
遇
措
置
は
地
場
企
業
も
対
象

　

市
で
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た

企
業
を
立
地
企
業
と
し
て
指
定
し
、
実

績
に
応
じ
て
税
の
免
除
な
ど
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
支
援
制
度
は
、

企
業
の
初
期
投
資
を
軽
減
す
る
こ
と
で

雇
用
を
拡
大
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

市
外
か
ら
の
進
出
企
業
だ
け
で
な
く
地

場
企
業
も
含
め
た
製
造
業
や
流
通
施
設

な
ど
を
対
象
に
支
援
し
ま
す
。

企
業
立
地
促
進
の
た
め
の

優
遇
措
置

（
対
象
と
な
る
要
件
）

●
製
造
業
な
ど
の
工
場

投
下
資
本
が
２
、３
０
０
万
円
を
超

え
る
も
の
、
雇
用
増
加
５
人
以
上

●
流
通
施
設
な
ど

投
下
資
本
が
５
、０
０
０
万
円
を
超

え
る
も
の
、
雇
用
増
加
５
人
以
上

●
試
験
研
究
施
設
な
ど

投
下
資
本
が
２
、０
０
０
万
円
を
超

え
る
も
の
、
雇
用
増
加
５
人
以
上

●
観
光
施
設
な
ど

投
下
資
本
が
１
億
円
を
超
え
る
も
の
、

雇
用
増
加
15
人
以
上

●
情
報
サ
ー
ビ
ス
施
設

投
下
資
本
の
要
件
は
な
く
、
雇
用
増

加
５
人
以
上

支
援
の
内
容

固
定
資
産
税
の
減
免　

３
年
間

雇
用
奨
励
金　

１
人
20
万
円

（
限
度
額
２
、０
０
０
万
円
）

用
地
取
得
補
助
金

取
得
費
の
50
㌫

（
限
度
額　
工
業
団
地
の
場
合
１
億
円
、

工
業
団
地
以
外
の
場
合
５
、０
０
０
万
円
）

関
連
施
設
整
備
補
助
金

事
業
費
の
50
㌫

（
限
度
額
２
、０
０
０
万
円
）

※
対
象
と
な
る
経
費
は
事
業
敷
地
外
に

設
置
す
る
用
水
路
、
排
水
路
、
私
設

道
路
な
ど
の
建
設
費

利
便
性
の
高
い
工
業
団
地

　

現
在
、
市
で
は
２
つ
の
工
業
団
地
を

分
譲
し
て
い
ま
す
。
両
団
地
と
も
に
造

成
済
み
で
、
国
道
10
号
か
ら
近
く
利
便

性
に
富
ん
で
い
ま
す
。

①
高
木
工
業
団
地
（
３
区
画
）

分
譲
面
積　

５
万
１
、３
６
１
平
方
㍍

②
石
山
工
業
団
地
（
２
区
画
）

分
譲
面
積　

１
万
４
、８
７
６
平
方
㍍

拡充の内容
●用地取得費の補助率を
30％→50％

●用地取得費の限度額を
5千万円→１億円

●雇用の要件を緩和
10人→５人

三股町

山之口町

高城町
高崎町

山田町

市内で工場などを営む経営者の皆さん

平成23年度から
企業立地に対する
優遇措置を拡充しました
市では、用地取得補助金の拡充や雇用要件を緩和し、
企業の新規増設など新たな事業展開を支援します。
◎問い合わせ　工業振興課　☎ 23ｰ2753
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コールセンターオペレーターから学ぶ
ビジネスマナー＆パソコン入門講座

ビジネスマナーやパソコンの基礎、コールセンター
オペレーター事業所の見学や電話応対など、オペ
レーター業務の即戦力となるためのスキルが身に
つきます。
日時　７月25日㈪～８月12日㈮　10時～ 16時
　　　※土・日曜日を除く
場所　都城コアカレッジ
定員　25人
◎問い合わせ　都城コアカレッジ　☎38－4811

コールセンターオペレーターから学ぶ
ビジネスマナー＆パソコン入門講座

ビジネスマナーやパソコンの基礎、コールセンター
オペレーター事業所の見学や電話応対など、オペ
レーター業務の即戦力となるためのスキルが身に
つきます。
日時　７月25日㈪～８月12日㈮　10時～ 16時
　　　※土・日曜日を除く
場所　都城コアカレッジ
定員　25人
◎問い合わせ　都城コアカレッジ　☎38－4811

働
い
て
い
る
人
、

働
き
た
い
人
を
応
援
し
ま
す
！

長
引
く
不
況
に
加
え
、
昨
年
発
生
し
た
口
蹄
疫
や
そ
の
後
の
度
重
な
る
災
害
は
、

本
市
の
経
済
や
雇
用
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
都
城

地
域
で
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
行
政
や
農
業
団
体
な
ど
で
構
成
す
る
都
城
地
域

雇
用
創
造
協
議
会
が
主
体
と
な
っ
て
、
雇
用
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

都
城
地
域
雇
用
創
造
協
議
会　

☎
23ｰ

２
４
１
２

各
種
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

都
城
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
で
は
、

都
城
地
域
の
雇
用
機
会
の
拡
大
を
目
的

に
、
市
内
お
よ
び
三
股
町
在
住
の
求
職

中
の
人
や
在
職
中
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

目
指
す
人
を
対
象
に
、
無
料
の
セ
ミ

ナ
ー
※
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
平

成
22
年
度
は
、
７
７
４
人
が
参
加
し
、

そ
の
う
ち
１
３
８
人
が
就
職
や
創
業
に

結
び
つ
き
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
企
業
の
即
戦
力
と

し
て
活
躍
で
き
る
た
め
の
各
種
業
務
の

ノ
ウ
ハ
ウ
の
ほ
か
、
面
接
や
職
場
で
役

立
つ
基
本
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
な
ど

を
学
び
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
当
協
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
市
役
所
、三
股
町
役
場
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
都
城
に
お
い
て
あ
る
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
セ
ミ
ナ
ー
は
申
し
込
み
多
数
の
場

合
、
選
考
が
あ
り
ま
す

農産物の高付加価値化における販路拡大セミナー
新規就農者のための販路拡大の基礎と、おいしく、
きれいに見せる商品写真の撮り方が学べます。
日時　８月23日㈫・30日㈫　13時～ 16時
場所　都城地域高等職業訓練校
定員　20人

おもてなしラッピング講座
接客業やサービス業に必要な「おもてなしの心」
と「ラッピングスキル」が学べます。
日時　８月２日㈫・３日㈬　10時～ 16時30分
場所　総合文化ホール、ウエルネス交流プラザ
定員　20人

スタートダッシュセミナー
就職活動にふさわしいメーキャップやヘアメークを
学ぶとともに、実際に履歴書に貼付する写真の撮影
も行います。また、事業所の採用担当者の視点にたっ
た履歴書と職務経歴書の書き方が学べます。
場所　総合文化ホール

メーキャップから履歴書の書き方まで
日時　７月22日㈮　13時30分～ 17時10分
定員　６人

ヘアメークから履歴書の書き方まで
日時　７月29日㈮　13時30分～ 16時10分
定員　６人
コミュニケーション講座
面接や職場での基本的なビジネスマナーを、
グループワークを通して楽しく学びます。
日時　８月５日㈮　13時30分～ 16時30分
定員　20人

女性限定！

男性限定！
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７
月
24
日
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
ま
で

あ
と
20
日
余
り
と
な
り
ま
し
た
。

地
デ
ジ
の
準
備
は
済
ん
で
ま
す
か
？

も
し
、
自
宅
の
テ
レ
ビ
画
面
右
上
に
、

「
ア
ナ
ロ
グ
」
と
表
示
さ
れ
て
い
た
り
、

上
下
に
黒
い
帯
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
表
示

さ
れ
て
い
た
り
す
る
場
合
は
、
早
急
に

対
応
が
必
要
で
す
。

地
デ
ジ
化
す
る
と

　

高
画
質
、
高
音
質
で
テ
レ
ビ
が
楽
し

め
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
デ
ー
タ
放
送
に

よ
り
ニ
ュ
ー
ス
や
天
気
予
報
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

地
デ
ジ
に
関
す
る
相
談

　

デ
ジ
サ
ポ
宮
崎
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
臨
時
相
談
窓
口
】

●
場
所　

市
役
所
１
階
市
民
サ
ロ
ン

●
期
間　

７
月
１
日
㈮
〜
８
月
26
日
㈮

　
　
　
　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。
た
だ

し
、
７
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰
は
開
設

【
電
話
相
談
窓
口
】

総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー

デ
ジ
サ
ポ
宮
崎

☎
０
９
８
５‒

68‒

２
２
１
１

平
日　

　
　
　
　
　
　

９
時
〜
21
時

土
・
日
曜
日
、
祝
日　

９
時
〜
18
時

リ
サ
イ
ク
ル
Ｏ
Ｋ
？

　

買
い
替
え
に
よ
り
テ
レ
ビ
を
廃
棄
す

る
場
合
は
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基

づ
い
た
適
正
な
リ
サ
イ
ク
ル
と
不
法
投

棄
の
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

テ
レ
ビ
以
外
に
も
エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵

庫
・
冷
凍
庫
・
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機

が
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
で
す
。

適
正
な
リ
サ
イ
ク
ル
の
方
法

　

テ
レ
ビ
を
処
分
す
る
場
合
は
、
家
電

販
売
店
に
依
頼
す
る
か
、
指
定
引
取
所

へ
直
接
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
処
分
方
法
お
よ
び
料
金

①
家
電
販
売
店
に
依
頼
す
る

（
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
＋
運
搬
料
金
）

②
指
定
引
取
場
所
へ
直
接
持
ち
込
む

（
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
）

※
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
は
、
家
電
販
売
店

ま
た
は
指
定
引
取
場
所
に
直
接
お
尋

ね
く
だ
さ
い

●
指
定
引
取
場
所

共
同
運
送
㈱

神
之
山
町
１
８
０
１

－

１

☎
38

－

１
４
５
８

太
信
鉄
源
㈱
都
城
支
店

都
北
町
５
０
８
２

－

１

☎
47

－

１
６
３
１

◎
問
い
合
わ
せ

　

環
境
業
務
課　

☎
24

－

５
５
６
０

通常番組の画面上に終了
日までのカウントダウン
などを表示します

７月24日正午から24時ま
でお知らせ画面を表示し
ます

７月24日24時までに停波
し、この後、映りません

７月１日以降 ７月 24日正午以降 停波後

砂嵐

このままではこのままでは
お宅のテレビお宅のテレビ
に砂嵐がやっに砂嵐がやっ
てきますよてきますよ

地デジの準
備7月24日アナ

ログ放送終了

、、

７月１日以降 ７

23日15時
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公共交通維持とエコのためにも公共交通機関を利用しましょう！
◎問い合わせ　経営戦略課　☎23ｰ2115

公
共
交
通
の
利
用
状
況

　

鉄
道
や
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関

は
、
私
た
ち
市
民
の
大
切
な
移
動
手
段

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
者

数
は
減
少
傾
向
で
す
。
特
に
バ
ス
の
乗

客
数
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
利
用

者
の
少
な
い
バ
ス
路
線
は
、
国
や
県
ま

た
は
市
が
補
助
金
を
出
し
て
、
な
ん
と

か
運
行
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま

ま
利
用
者
が
減
り
続
け
る
と
、
便
数
が

減
少
し
、
さ
ら
に
は
、
路
線
廃
止
に
つ

な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

エ
コ
通
勤
割
引
の
導
入

　

バ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
公

共
交
通
を
守
る
こ
と
に
な
る
の
は
も
ち

ろ
ん
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
や
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

平
成
22
年
７
月
か
ら
エ
コ
通
勤
割
引
制

度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

車
ま
た
は
バ
イ
ク
で
通
勤
し
て
い
る

人
が
対
象
と
な
り
、
水
曜
日
に
路
線
バ

ス
を
利
用
し
て
通
勤
す
る
場
合
、
そ
の

運
賃
が
半
額
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
エ
コ

通
勤
割
引
パ
ス
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

パ
ス
の
取
得
方
法
な
ど
、
詳
細
は
下
記

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

九
州
新
幹
線
の
開
通

　

九
州
新
幹
線
が
全
線
開
通
し
、
福
岡

や
本
州
な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
便
利
に

な
り
ま
し
た
。

　

遠
出
を
す
る
場
合
に
も
、
自
家
用
車

の
利
用
を
控
え
、
環
境
に
や
さ
し
い
新

幹
線
な
ど
の
鉄
道
や
バ
ス
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

　

な
お
、
新
幹
線
（
新
八
代
駅
）
と
乗

り
継
ぎ
が
便
利
な
バ
ス
も
あ
り
ま
す
の

で
、
新
幹
線
を
利
用
す
る
場
合
は
、
バ

ス
会
社
や
鉄
道
会
社
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

地
域
の
財
産

　

公
共
交
通
機
関
は
、
地
域
生
活
を
支

え
る
貴
重
な
財
産
で
す
。
公
共
交
通
の

維
持
は
、
現
在
、
自
家
用
車
を
自
由
に

使
え
な
い
人
だ
け
で
は
な
く
、
将
来
、

年
を
と
っ
て
車
を
運
転
で
き
な
く
な
る

人
が
増
え
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
地
域

全
体
の
共
通
課
題
で
す
。

　

貴
重
な
財
産
を
残
す
た
め
、
公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

※都城市、三股町、小林市、高原町管
　内（宮崎市、曽於市、霧島市および
　湧水町の一部を含む）の合計乗客数

み
や
ざ
き
エ
コ
通
勤
割
引
利
用

み
や
ざ
き
エ
コ
通
勤
割
引
利
用

推
進
協
議
会
事
務
局

推
進
協
議
会
事
務
局

　
　
（
宮
崎
県
総
合
交
通
課
内
）

　
　
（
宮
崎
県
総
合
交
通
課
内
）

☎
０
９
８
５

☎
０
９
８
５‒‒

2626‒‒

７
０
３
８

７
０
３
８

エコ通勤割引パスの取得方法

ECOECO
エコ
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●
家
畜
排
せ
つ
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

　

家
畜
排
せ
つ
物
の
う
ち
、
有
効
活
用

さ
れ
て
い
な
い
量
を
調
査
、
把
握
し
、

活
用
さ
れ
て
い
な
い
家
畜
排
せ
つ
物
を

活
用
す
る
シ
ス
テ
ム
作
り
を
進
め
て
い

き
ま
す

④
一
人
ひ
と
り
が
育
て
る
環
境
の
ま
ち

●
情
報
提
供
の
充
実

　

市
民
団
体
な
ど
の
活
動
紹
介
や
水

質
・
大
気
な
ど
の
環
境
測
定
結
果
な
ど

を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
て
、
積

極
的
に
情
報
発
信
し
て
い
き
ま
す

利
用
す
る
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
の
４
Ｒ
の

必
要
性
を
啓
発
し
て
い
き
ま
す

③
豊
か
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
活
か
す
ま
ち

●
太
陽
光
発
電
・
太
陽
光
利
用
の
普
及
推
進

　

公
共
施
設
に
太
陽
光
な
ど
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
率
先
し
て
導
入
し
て

い
き
ま
す

①
き
れ
い
な
水
を
守
り
育
む
ま
ち

●
家
庭
生
活
排
水
対
策
の
推
進

　

油
汚
れ
な
ど
の
拭
き
取
り
、
洗
濯
洗

剤
の
適
正
使
用
な
ど
、
家
庭
で
で
き
る

生
活
排
水
対
策
の
普
及
に
努
め
ま
す

●
公
共
下
水
道
な
ど
へ
の
接
続
促
進

　

公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
施
設

へ
の
接
続
、
合
併
浄
化
槽
の
設
置
を
促

進
し
ま
す

②
資
源
を
大
切
に
す
る
ま
ち

●
４
Ｒ
学
習
の
充
実

　

不
用
品
は
断
る
（
リ
フ
ュ
ー
ズ
）、
ご

み
を
減
ら
す
（
リ
デ
ュ
ー
ス
）、
繰
り
返

し
使
う
（
リ
ユ
ー
ス
）、
資
源
と
し
て
再

雨
水
浸
透
・
貯
留
施
設
設
置
の
推
進

　

地
下
水
を
保
全
す
る
た
め
、
雨
水

浸
透
施
設
や
雨
水
貯
留
施
設
を
設
置

す
る
人
に
、
設
置
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ

森
林
保
全
課　

☎
23ｰ

２
１
５
２

策
定
し
ま
し
た

都
城
市
環
境
基
本
計
画

緑
豊
か
な
美
し
い
自
然
は
私
た
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な
恵
み
を
与
え
て
く
れ

ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
資
源
を
次
世
代
に
引
き
継
ぎ
、
誰
も
が
い
つ
ま

で
も
暮
ら
し
た
い
と
思
え
る
ま
ち
を
築
く
た
め
に
「
都
城
市
環
境
基
本

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
回
は
計
画
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

◎
問
い
合
わ
せ　

環
境
政
策
課　

☎
23ｰ

２
１
３
０

　

市
は
平
成
23
年
３
月
、
環
境
基
本
条

例
に
基
づ
き
市
内
全
域
を
対
象
に
し
た

環
境
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
の
将
来
像
は
「
ず
っ
と
暮
ら
し

た
い
都
城
」。
そ
の
た
め
に
は
、
都
城

盆
地
に
広
が
る
豊
か
な
自
然
や
貴
重
な

景
観
な
ど
を
、
今
後
も
引
き
継
い
で
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
の
施
策
と
し
て
「
き
れ

い
な
水
を
守
り
育
む
都
城
」「
資
源
を

大
切
に
す
る
都
城
」「
豊
か
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
を
活
か
す
都
城
」「
一
人
ひ

と
り
が
育
て
る
環
境
の
ま
ち
都
城
」
の

４
つ
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
行
政
だ
け
で

な
く
市
民
の
皆
さ
ん
や
事
業
所
も
一
緒

に
な
っ
て
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

４
つ
の
重
点
施
策

　

計
画
で
は
、
自
然
と
調
和
の
と
れ
た

住
み
よ
い
ま
ち
を
作
る
た
め
、
次
の
４

つ
の
重
点
施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

そ
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

グリーンカーテンを設置
　市庁舎にグリーンカーテンを設置
しました。つる性の植物を建物の窓
際に植えることで省エネにつながる
グリーンカーテン。都城造園協同組
合が提供したゴーヤの苗などを使い、
同組合の青年部員らが植え込みまし
た。緑のカーテンを作ることで窓か
ら夏の強い日射しが室内に入り込む
のを遮り、庁舎内の温度を下げる効
果が期待されます。

環
境
情
報
サ
イ
ト

　

県
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
み
や
ざ

き
の
環
境
」
で
、
環
境
測
定
の
結
果

や
環
境
保
全
に
取
り
組
む
団
体
な
ど

の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す

グ
リ
ー
ン
購
入

　

商
品
な
ど
を
購
入
す
る
際
、
環
境

へ
の
負
荷
が
で
き
る
だ
け
少
な
い
も

の
を
選
ん
で
購
入
す
る
グ
リ
ー
ン
購

入
。
市
で
は
、
古
紙
の
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
へ
の
再
利
用
や
再
生
紙
な

ど
の
購
入
を
進
め
て
い
ま
す

市役所に設置されたグリーンカーテン
（イメージ）
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市
で
は
、
毎
年
７
月
の
第
４
日
曜
日
を

都
城
市
環
境
美
化
の
日
と
定
め
、

市
全
域
に
お
い
て
清
掃
や
緑
化
な
ど
の

地
域
環
境
美
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
協
力
し
て
、

よ
り
明
る
く
、
よ
り
美
し
く
、

よ
り
住
み
よ
い
ま
ち
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

た
庭
木
は
交
通
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。

所
有
者
は
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し

ま
す

･
空
き
缶
も
大
切
な
資
源
で
す
。
回
収

し
て
、
快
適
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
ま
し
ょ
う

･
家
庭
内
か
ら
発
生
し
た
ご
み
（
雑
草
、

雑
木
含
む
）
は
当
日
持
ち
込
む
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん

･
作
業
に
当
た
っ
て
は
、
け
が
の
無
い

よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
草
刈

機
な
ど
を
使
用
す
る
場
合
は
、
周
囲

に
配
慮
し
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う

･
犬
の
フ
ン
は
飼
い
主
が
責
任
を
持
っ

て
始
末
し
ま
し
ょ
う

◎
問
い
合
わ
せ

　

環
境
政
策
課　

☎
23ｰ

２
１
３
０

南九州大学都城キャンパス
●日時　子ども教育学科　７/17
　　　　環境園芸学科　７/31
　　　　両学科合同　８/28　11時～ 16時
●内容　研究室紹介ほか
◎問い合わせ　☎21‒2111
都城工業高等専門学校
●日時　７/29　８時～ 12時、11時50分～ 16時30分
●内容　校内見学、学校説明ほか
◎問い合わせ　☎47‒1134
国立病院機構都城病院附属看護学校
●日時　７/24、８/21　13時30分～ 16時

10/ １　時間未定
●内容　学校説明、体験ほか
◎問い合わせ　☎22‒3690
都城洋香看護専門学校
●日時　毎週土曜日（祝日は除く）、夏期休暇・冬期

休暇中の毎週月～土曜日　８時30分～ 16時30分
●内容　学校案内、学校説明ほか
◎問い合わせ　☎52‒6921

●
実
施
日

７
月
24
日
㈰

※
公
民
館
に
よ
っ
て
は
、
各
種
行
事
な

ど
に
合
わ
せ
て
日
程
が
変
更
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す

●
注
意
事
項

･
地
区
に
お
い
て
計
画
さ
れ
た
環
境
美

化
活
動
に
家
族
ぐ
る
み
で
参
加
し

ま
し
ょ
う

･
搬
出
す
る
ご
み
の
分
別
は
、
徹
底
し

て
行
い
ま
し
ょ
う

･
心
豊
か
な
子
ど
も
の
育
成
を
図
る
た

め
に
、
こ
の
環
境
美
化
に
小
・
中
学

生
を
積
極
的
に
参
加
さ
せ
、
連
帯
感

を
強
め
、
世
代
間
の
交
流
を
図
り
ま

し
ょ
う

･
雑
草
の
茂
っ
た
空
き
地
は
、
害
虫
の

発
生
原
因
や
ご
み
の
不
法
投
棄
の
場

所
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
は
み
出
し

※上記以外の高等教育機関でも、学校説明などいろいろな相談に随時個別に対応しています
●都城看護専門学校　☎ 22‒0711　●都城調理師高等専修学校　☎ 22‒4626

市内・三股町内の大学、高専および専門・専修学校ではオープンキャンパスを開催します。体験授業
などを通して、いろいろな疑問点について相談できます。事前に電話などで確認の上、参加ください。
都城コアカレッジ
●日時

●内容　学校説明、体験授業ほか
◎問い合わせ　☎38‒4811

都城デンタルコアカレッジ
●日時

●内容　学校説明、体験授業ほか
◎問い合わせ　☎38‒4812

７/23、８/27、９/17、10/29、11/19、
12/10、２/４、３/24 10時～12時

８/６ 10時～13時
７/４～８、８/１～５、９/５～９、３/21～23 16時～20時

７/９、８/５・27、９/10・23、10/22、
11/19、12/17、１/28、３/24 10時～12時

７/23 ９時～13時
７/４～８、８/１～５、９/５～９、10/17～
21、11/14～18、２/13～17、３/21～23 16時～20時

平
成
23
年
度 

都
城
市
環
境
美
化
の
日
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ま ちのの話 題

圏
域
の
う
め
も
ん
と
よ
か
も
ん
が
集
結

み
や
こ
ん
じ
ょ
復
興
ま
つ
り

　

地
域
を
盛
り
上
げ
口
蹄
疫
か
ら
の
復

興
を
願
う
み
や
こ
ん
じ
ょ
復
興
ま
つ
り

が
５
月
28
日
・
29
日
、
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
で

は
、
食
や
工
芸
品
な
ど
の
地
場
産
品
が

販
売
さ
れ
た
ほ
か
、
地
元
の
郷
土
芸
能

な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
明

治
後
期
に
山
田
町
発
展
の
基
礎
を
築
い

た
石
川
理
紀
之
助
の
縁
で
関
係
の
深
い

秋
田
県
潟か

た

上が
み

市
の
郷
土
芸
能
「
新に

い

開せ
き

さ

さ
ら
」
も
出
演
。
３
頭
の
シ
カ
が
勇
ま

し
い
踊
り
を
披
露
し
、
会
場
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。
潟
上
市
の
肥ひ

田だ

野の

耕
二
教

育
長
は
「
復
興
に
物
流
面
で
少
し
で
も

力
に
な
り
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

あ
つ
あ
つ
の
卵
か
け
ご
は
ん
を
ほ
お
ば
る

お
い
し
い
朝
ご
は
ん
&
お
掃
除
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

お
い
し
い
朝
ご
は
ん
＆
お
掃
除
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
５
月
15
日
、
南
九
州
大
学

都
城
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
同
大
学
の
学
生
を
支
援
す
る
地
域

応
援
団
「
か
た
ら
ん
花か

」（
松
尾
伊
津

子
代
表
）
が
学
生
と
一
緒
に
キ
ャ
ン
パ

ス
周
辺
を
清
掃
し
、
食
事
も
共
に
し
て

交
流
を
深
め
よ
う
と
企
画
。
同
応
援
団

の
会
員
や
学
生
ら
約
20
人
が
ご
み
袋
を

手
に
、
植
え
込
み
や
道
路
脇
に
落
ち
て

い
る
た
ば
こ
の
吸
い
殻
な
ど
の
ご
み
を

拾
い
集
め
ま
し
た
。
佐
々
木
大
樹
さ
ん

（
３
年
）
は
「
清
掃
し
て
、
汗
を
か
い
た

後
の
朝
ご
は
ん
は
ほ
ん
と
う
に
お
い
し

い
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

悠
久
の
時
に
思
い
を
は
せ
て

薩
摩
古
道
散
策
会

　

都
城
盆
地
博
覧
会
（
ボ
ン
パ
ク
）
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
薩
摩
古
道
散
策
会
が
５
月

22
日
、
山
之
口
町
麓
地
区
を
起
点
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
外
か
ら
参
加
し

た
43
人
は
、
青
井
岳
の
森
ふ
れ
あ
い
交

流
実
行
委
員
会
（
前
田
宏
会
長
）
の
案

内
で
、
江
戸
時
代
に
薩
摩
藩
が
参
勤
交

代
に
利
用
し
た
新
緑
ま
ぶ
し
い
13
㌔
の

コ
ー
ス
を
散
策
。
旧
跡
の
説
明
を
受
け

た
り
、
専
門
家
か
ら
自
生
す
る
植
物
の

説
明
を
受
け
た
り
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
満

喫
し
て
い
ま
し
た
。原
澤
千
保
さ
ん（
太

郎
坊
町
）
は
「
知
ら
な
い
場
所
で
い
ろ

ん
な
発
見
が
あ
っ
て
、と
て
も
有
意
義
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

想
像
力
を
膨
ら
ま
す
言
葉
遊
び

東
西
寄
席

　

日
本
の
伝
統
芸
能
に
触
れ
る
東
西
寄

席
が
５
月
30
日
か
ら
６
月
２
日
の
４
日

間
、
市
内
の
小
中
学
校
８
校
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
５
月
31
日
に
開
か
れ
た
中

郷
中
学
校
で
は
全
校
生
徒
２
５
８
人
が

参
加
。
想
像
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
知

っ
て
も
ら
お
う
と
シ
ン
プ
ル
な
話
芸

「
落
語
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。
上
方
落

語
と
江
戸
落
語
の
違
い
を
聞
い
た
り
、

普
段
は
舞
台
袖
に
あ
る
太
鼓
を
演
奏
し

た
り
し
て
伝
統
芸
能
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。
南
京
玉
す
だ
れ
に
挑
戦
し
た
川

村
衣え

里り

さ
ん
（
１
年
）
は
「
難
し
か
っ

た
け
ど
最
後
は
こ
つ
を
つ
か
ん
で
う
ま

く
で
き
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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蛇
口
か
ら
あ
ふ
れ
る
き
れ
い
な
水

水
道
無
料
点
検
サ
ー
ビ
ス

　

６
月
１
日
か
ら
７
日
の
水
道
週
間
に

合
わ
せ
、
都
城
管
工
事
協
同
組
合
青
年

部
が
中
心
と
な
っ
て
６
月
４
日
、
水
道

の
無
料
点
検
を
行
い
ま
し
た
。
組
合
員

19
人
が
５
班
に
分
か
れ
、
事
前
に
申
し

込
み
の
あ
っ
た
市
内
５
カ
所
の
保
育
所

を
訪
問
。
あ
や
め
原
保
育
所
で
は
、
施

設
内
の
配
管
や
蛇
口
か
ら
の
水
漏
れ
の

点
検
を
し
た
り
、
摩
耗
し
た
パ
ッ
キ
ン

の
交
換
を
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
中

馬
か
よ
子
所
長
は
「
隅
々
ま
で
丁
寧
に

確
認
し
て
も
ら
っ
た
お
か
げ
で
、
子
ど

も
が
安
全
な
水
を
飲
む
こ
と
が
で
き
る

の
で
助
か
り
ま
す
」
と
喜
ん
で
い
ま
し

た
。

ア
ジ
サ
イ
の
里
の
に
ぎ
わ
い

手
作
り
村
in
山
之
口

　

手
作
り
村
in
山
之
口
が
６
月
３
日
か

ら
５
日
ま
で
の
３
日
間
、
山
之
口
あ
じ

さ
い
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。例
年
、

ア
ジ
サ
イ
が
見
頃
を
迎
え
る
こ
の
時
期

に
合
わ
せ
て
か
ず
ら
の
会
（
木
村
順
子

代
表
）
が
企
画
。
今
年
は
開
花
の
遅
れ

か
ら
、
例
年
に
比
べ
彩
り
寂
し
い
中
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も

遠
く
は
佐
賀
県
か
ら
も
含
め
、
陶
器
や

木
工
、
染
め
物
を
中
心
に
16
の
事
業
者

が
出
店
し
、
多
く
の
買
い
物
客
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。
山
内
弘
人
さ
ん
（
安
久

町
）
は
「
品
数
も
多
く
、
買
い
物
以
外

で
も
い
ろ
い
ろ
と
楽
し
め
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

古
式
ゆ
か
し
く
早
乙
女
姿
で
田
植
え

お
田
植
え
祭
り

　

五
穀
豊ほ

う

穣じ
ょ
うを

祈
願
す
る
伝
統
行
事

「
お
田
植
え
祭
り
」
が
６
月
４
日
、
東つ

ま

霧き
り

島し
ま

神
社
（
高
崎
町
）
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
地
元
小
学
校
の
児
童
ら
27
人
が
参

加
し
て
、
境
内
の
水
田
で
昔
な
が
ら
の

田
植
え
を
再
現
。
か
す
り
の
着
物
に
赤

い
た
す
き
を
掛
け
た
早
乙
女
姿
の
女
子

と
法
被
姿
の
男
子
が「
苗
植
え
ま
せ
い
」

の
掛
け
声
と
と
も
に
、
田
植
縄
を
使
っ

て
古
代
米
の
赤
米
の
苗
を
一
株
一
株
丁

寧
に
植
え
て
い
ま
し
た
。
早
乙
女
に
ふ

ん
し
た
日
高
彰あ

紀き

保ほ

さ
ん
（
高
崎
小
６

年
）
は
「
時
間
も
か
か
り
大
変
だ
っ
た

け
ど
収
穫
が
楽
し
み
」
と
秋
の
収
穫
祭

を
待
ち
望
ん
で
い
ま
し
た
。

田
ん
ぼ
の
中
で
ハ
ッ
ス
ル

高
崎
町
ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
祭

　

町
の
活
性
化
と
五
穀
豊ほ

う

穣じ
ょ
うを

祈
願
す

る
ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
祭
が
６
月

５
日
、
高
崎
町
の
水
田
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
で
19
回
目
の
同
祭
に
は
、
38

チ
ー
ム
２
４
４
人
が
参
加
。
そ
れ
ぞ
れ

趣
向
を
凝
ら
し
た
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
に
身

を
包
み
全
身
泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら

プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
お
昼
に
は

地
元
産
の
み
そ
を
使
っ
た
名
物
の
「
北

斗
鍋
」
を
味
わ
い
、
冷
え
た
体
を
温
め

て
い
ま
し
た
。
友
人
と
初
め
て
参
加
し

た
コ
レ
ッ
ト
・
グ
ラ
ン
ト
さ
ん
（
ジ
ャ

マ
イ
カ
出
身
）
は
「
田
ん
ぼ
に
初
め
て

入
っ
て
、
土
の
感
触
が
気
持
ち
良
か
っ

た
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
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祭
り
の
に
ぎ
や
か
な
様
子
を
描
い

た
朱
色
の
ポ
ス
タ
ー
を
目
に
す

る
梅
雨
の
時
期
、
７
月
の
祭
り
開
催
に

向
け
準
備
に
余
念
の
な
い
お
か
げ
祭
り

振
興
会
。
そ
の
会
長
を
務
め
る
の
が
川

本
翰
治
さ
ん
（
上
川
東
一
丁
目
・
64
歳
）

で
す
。

　

お
か
げ
祭
り
は
、
今
か
ら
19
年
ほ
ど

前
、
当
時
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
地

域
の
絆
を
あ
ら
た
め
て
見
直
し
、
お
互

い
が
助
け
あ
う
仕
組
み
を
作
ろ
う
と
、

川
本
さ
ん
自
ら
が
中
心
と
な
っ
て
同
振

興
会
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
に
端
を
発
し

ま
す
。
以
来
、
18
人
で
ス
タ
ー
ト
し
た

祭
り
は
、
今
で
は
参
加
者
８
５
０
人
を

数
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

博
多
祇ぎ

園お
ん

山
笠
で
も
知
ら
れ
る
福
岡

市
博
多
出
身
の
川
本
さ
ん
。
子
ど
も
の

頃
は
、
山
笠
の
稽
古
の
時
に
振
る
舞
わ

れ
る
お
に
ぎ
り
が
楽
し
み
だ
っ
た
と
振

り
返
り
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
は
、
決

ま
り
事
や
し
き
た
り
も
多
く
、
時
に
は

罵
声
が
飛
び
、
厳
し
く
指
導
さ
れ
る
こ

と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
け
れ
ど
も
、

そ
の
よ
う
な
経
験
が
あ
っ
て
こ
そ
、
子

ど
も
た
ち
は
自
然
と
大
人
や
先
輩
を
倣な

ら

い
、
ル
ー
ル
を
学
ん
だ
と
い
い
ま
す
。

　

川
本
さ
ん
は
、
祭
り
を
通
し
て
地
域

の
連
帯
感
を
高
め
た
い
と
の
思
い
か

ら
、「
本
物
へ
の
こ
だ
わ
り
」
を
貫
い

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
参
加
す
る
人
ば
か

り
で
は
な
く
、
地
域
の
人
や
見
物
す
る

人
も
誇
れ
る
「
本
物
」
で
な
け
れ
ば
、

決
し
て
長
続
き
し
な
い
と
の
考
え
か
ら

で
す
。
そ
の
た
め
、
振
興
会
で
は
こ
れ

ま
で
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
る
名
だ
た

る
祭
り
に
出
向
き
、
研
さ
ん
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

　
「
祭
り
の
一
番
の
見
所
は
、
本
祭
り

の
勇
壮
な
み
こ
し
宮
入
り
の
儀
。
特
に

桟さ

敷じ
き

席
で
の
見
物
が
お
勧
め
で
す
」
と

自
信
を
持
っ
て
話
す
川
本
さ
ん
。
今
年

も
神
柱
宮
を
メ
ー
ン
会
場
に
、
今
月
８

日
㈮
の
宵
祭
り
と
９
日
㈯
の
本
祭
り
の

２
日
間
に
渡
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

来
年
は
20
周
年
の
節
目
の
年
。「
こ

れ
ま
で
祭
り
を
続
け
ら
れ
た
の
は
、
祭

り
に
関
わ
る
仲
間
や
、
支
え
て
く
れ
る

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
お
か
げ
。
今
年

の
成
功
は
も
ち
ろ
ん
、
市
民
が
誇
れ
る

祭
り
を
目
指
し
た
い
」
と
こ
れ
か
ら
先

を
見
据
え
て
い
ま
し
た
。

あ
ら
ゆ
る
恵
み
、
人
、
物
へ
の
感
謝
、
お
か
げ
さ
ま

川
本 

翰か
ん

治じ

さ
ん

お
か
げ
祭
り
振
興
会
会
長
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わ
た
し
が
現
在
代
表
を
し
て
い
る

株
式
会
社
コ
ロ
プ
ラ
は
、「
コ
ロ
ニ

ー
な
生
活
☆PLU

S

」（
通
称
コ
ロ

プ
ラ
）
と
い
う
位
置
情
報
を
活
用
し

た
携
帯
電
話
の
ゲ
ー
ム
を
運
営
し
て

い
ま
す
。

　

実
は
歴
史
は
古
く
て
、
03
年
か
ら

08
年
ま
で
ず
っ
と
わ
た
し
1
人
で
運

営
し
て
い
ま
し
た
。
昼
は
I
T
企
業

で
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
働
き
、
夜
は

ひ
た
す
ら
コ
ロ
プ
ラ
運
営
、
3
時
間

も
寝
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
会
員
が

増
え
る
に
つ
れ
て
こ
の
生
活
を
維
持

で
き
な
く
な
っ
た
た
め
独
立
し
ま
し

た
。

　

正
直
に
い
え
ば
「
や
め
よ
う
」
と

思
っ
た
こ
と
は
幾
度
と
な
く
あ
り
ま

し
た
が
、結
局
や
め
な
か
っ
た
の
は
、

「
や
め
る
の
は
簡
単
だ
」
と
思
っ
て

「
高
専
と
は
？
」

都
城
工
業
高
等
専
門
学
校
学
生
会

　

都
城
工
業
高
等
専
門
学
校
は
「
高

専
」
と
い
う
愛
称
で
呼
ば
れ
、
５
年

間
の
一
貫
教
育
を
行
う
ユ
ニ
ー
ク
な

高
等
教
育
機
関
で
す
。機
械
工
学
科
、

電
気
情
報
工
学
科
、
物
質
工
学
科
、

建
築
学
科
の
４
つ
の
本
科
と
機
械
電

気
工
学
専
攻
、
物
質
工
学
専
攻
、
建

築
学
専
攻
の
３
つ
の
専
攻
科
か
ら
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。
高
専
で
は
、「
優

れ
た
人
格
を
備
え
、
国
際
社
会
に
貢

献
で
き
る
創
造
性
豊
か
な
実
践
的
技

術
者
の
育
成
」
を
教
育
理
念
に
掲

げ
、
効
果
的
に
一
般
教
育
と
専
門
技

術
教
育
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

い
た
か
ら
で
す
。
都
城
高
専
で
ラ
グ

ビ
ー
部
に
所
属
し
、
日
本
一
に
な
っ

た
時
の
粘
り
の
経
験
も
生
き
た
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
コ
ロ
プ
ラ
の
会
員
数
は
約

２
０
０
万
人
。
一
つ
の
区
切
り
で
す

が
、
個
人
の
趣
味
で
始
め
た
ゲ
ー
ム

が
こ
こ
ま
で
来
ら
れ
た
の
は
、
や
は

り
「
地
方
を
元
気
に
し
た
い
」
と
い

う
思
い
が
コ
ロ
プ
ラ
に
息
づ
い
て
い

る
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

東
京
に
人
や
お
金
が
あ
ま
り
に
集

中
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ

プ
ラ
は
お
で
か
け
を
促
進
す
る
ゲ
ー

ム
で
す
の
で
、
観
光
に
結
び
つ
い
て

地
方
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
で
最

終
的
に
は
、
都
城
に
も
恩
返
し
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

卒
業
時
に
本
科
生
に
は
「
準
学

士
」、
ま
た
専
攻
科
を
修
了
し
一
定

の
条
件
を
満
た
し
た
学
生
に
つ
い
て

は
「
学
士
」
を
取
得
で
き
ま
す
。
卒

業
後
の
進
路
は
、
就
職
・
進
学
と
も

優
れ
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
の

就
職
先
は
、
一
部
上
場
企
業
を
中
心

と
し
て
、
一
流
企
業
に
多
く
の
卒
業

生
が
就
職
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
大
学
へ
の
編
入
学
も
可
能

で
、
大
阪
大
学
・
九
州
大
学
・
千
葉

大
学
な
ど
の
国
立
大
学
へ
進
学
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
留
学
生
が

学
び
、
モ
ン
ゴ
ル
の
大
学
と
の
学
術

交
流
な
ど
国
際
色
豊
か
で
あ
る
ば
か

り
で
は
な
く
、
各
種
体
育
会
、
高
専

ロ
ボ
コ
ン
、
吹
奏
楽
な
ど
部
活
も
盛

ん
で
す
。
そ
の
よ
う
な
活
動
が
我
が

校
の
自
慢
で
す
。

◎学校のシンボル
「楽信館」
売店や学生食堂、保健室などがある施設で休み
時間には、学生たちでにぎわいます。

【都城から得たもの】

国立都城高等専門学校
吉尾町473番地１　☎47-1259

馬場　功
な る

淳
あ つ

さん

◎プロフィル
株式会社コロプラ　代表取締役 GM
九州工業大学卒業後、大学院博士課程の2003年に『コ
ロニーな生活』を開発、その後『コロニーな生活☆
PLUS』を提供開始。個人で運営しながらIT企業で勤務
していたが、2008年株式会社コロプラを設立。移動の
創出から地域・日本が元気になることを目指している。
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暮らしの情報
第
３
回
が
ね
コ
ン
テ
ス
ト
in
せ
き
の
お

秋
の
陣
G1
グ
ラ
ン
プ
リ
参
加
チ
ー
ム

　

９
月
25
日
㈰
に
開
催
予
定
の
が
ね
コ
ン

テ
ス
ト
in
せ
き
の
お
の
出
場
チ
ー
ム
を
募

集
し
ま
す
。
優
勝
チ
ー
ム
に
は
ト
ロ
フ
ィ

ー
と
副
賞
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

ま
た
、
上
位
チ
ー
ム
に
は
11
月
に
開
催

予
定
の
Ｇ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
環
霧
島
大
会
決

勝
へ
の
出
場
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

●
対
象　

１
チ
ー
ム
３
人
以
上
で
の
チ
ー

ム
編
成
（
市
内
在
住
）　

　

７
月
31
日
㈰
ま
で
に
滝
の
駅
せ
き

の
お　

☎
37

－

３
４
０
５

都
城
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

●
テ
ー
マ　

四
季
を
通
じ
た
都
城
の
風
景

や
イ
ベ
ン
ト
、
行
事
、
島
津
に
関
し
た
も

の
な
ど
、
５
年
以
内
に
撮
影
し
た
作
品

●
規
格　

単
写
真
で
白
黒
ま
た
は
カ
ラ
ー

写
真
。
サ
イ
ズ
は
、
四
つ
切
り
、
Ａ
４

（
21
㌢
×
29
・
７
㌢
）、
全
倍
、
Ａ
１
ま
で

※
パ
ネ
ル
張
り
ま
た
は
額
装
す
る
こ
と

●
出
品
料　

１
点　

１
、０
０
０
円

※
一
人
何
点
で
も
出
品
で
き
ま
す

●
賞
金
な
ど　

最
優
秀
賞
（
社
団
法
人
都

城
観
光
協
会
長
賞
）
３
万
円
ほ
か

●
会
場　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
ミ
エ
ル

●
会
期　

８
月
１
日
㈪
〜
14
日
㈰

●
搬
入
日　

７
月
29
日
㈮
の
17
時
ま
で

※ 

都
城
観
光
協
会
事
務
局（
都
城
駅
構
内
）

ま
で
、
持
参
く
だ
さ
い

●
搬
出
日　

８
月
17
日
㈬
の
17
時
ま
で

●
そ
の
他　

入
賞
作
品
は
、
原
版
を
提
出

し
て
も
ら
い
ま
す
。
全
入
賞
作
品
の
使
用

権
は
、
当
協
会
に
帰
属
し
、
プ
リ
ン
ト
展

示
や
出
版
物
、
宣
伝
広
告
な
ど
に
無
償
で

使
用
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す

　

都
城
観
光
協
会

　
　
　

☎
23

－

２
４
６
０

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
募
集

　

関
之
尾
公
園
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
「
関
之
尾
む
か
え
び
と
の
会
」
の
第
３

期
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
受
付
期
間　

７
月
31
日
㈰
ま
で

　

関
之
尾
む
か
え
び
と
の
会
事
務
局

　
　
　

☎
37

－

３
４
０
５

推
薦
く
だ
さ
い

市
文
化
賞
受
賞
候
補
者

　

本
市
の
文
化
の
向
上
発
展
に
関
し
、
特

に
顕
著
な
業
績
ま
た
は
功
労
の
あ
っ
た
本

市
出
身
者
、
在
住
者
、
縁
故
者
お
よ
び
本

市
に
所
在
す
る
団
体
を
表
彰
し
ま
す
。

●
部
門　

①
学
術　

②
芸
術　

③
技
術

④
社
会
教
育　

⑤
体
育　

⑥
文
化
功
労

　

生
活
文
化
課
お
よ
び
各
総
合
支
所

に
あ
る
所
定
の
用
紙
に
記
入
し
、
８
月
２

日
㈫
ま
で
に
生
活
文
化
課　

☎
23

－

２
１
３
２

千
葉
大
学
合
唱
団
都
城
特
別
演
奏
会
に
伴
う

団
員
の
宿
泊
受
け
入
れ

　

千
葉
大
学
合
唱
団
に
よ
る
特
別
演
奏
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
演
奏
会
を
行
う

千
葉
大
学
合
唱
団
の
団
員
の
宿
泊
を
受
け

入
れ
る
家
庭
を
募
集
し
ま
す
。

●
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
日　

８
月
25
日
㈭　

●
募
集
条
件　

25
日
㈭
の
18
時
か
ら
ウ
エ

ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
（
１
人
１
、５
０
０

円
）
に
参
加
で
き
、
26
日
㈮
の
９
時
ま
で

に
市
内
の
ホ
テ
ル
（
北
原
町
）
ま
で
送
り

届
け
る
こ
と
が
で
き
る
家
族

　

７
月
20
日
㈬
ま
で
に
千
葉
大
学
合

唱
団
都
城
特
別
演
奏
会
世
話
人
会
事
務
局

☎
０
９
０

－

２
５
０
４

－

５
８
５
８

都
城
市
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

審
議
会
委
員

　

男
女
共
同
参
画
社
会
を
推
進
す
る
た
め

の
施
策
に
つ
い
て
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ

て
調
査
審
議
を
す
る
審
議
会
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

●
任
期　

８
月
〜
平
成
25
年
３
月
末
日

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の

人●
募
集
人
員　

若
干
名

　

７
月
22
日
㈮
ま
で
に
住
所
、氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

郵
便
、
フ
ァ
ク
ス
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
生

活
文
化
課

☎
23

－

２
１
２
１　

Fax 

23

－

３
２
２
３

danjo@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp
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は申し込み先、 は問い合わせ先の略です

市
場
の
駅
出
店
者

●
対
象　

卸
売
り
・
小
売
り
・
サ
ー
ビ
ス

業
の
出
店
を
希
望
す
る
人
で
募
集
要
項
の

応
募
資
格
要
件
を
満
た
し
、
市
場
の
駅
活

性
化
に
向
け
頑
張
る
意
欲
の
あ
る
人

●
募
集
数　

５
区
画
（
11
〜
31
平
方
㍍
）

●
施
設
利
用
料　

月
額
１
〜
３
万
円

※ 

詳
細
は
、
公
設
卸
売
市
場
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http://m

iyakonojou18.com

）

　

７
月
30
日
㈯
ま
で
に
都
城
公
設
卸

売
市
場
管
理
事
務
所　

☎
25

－

５
２
４
２

都
城
市
景
観
図
画
コ
ン
ク
ー
ル

●
テ
ー
マ

小
学
生
１
・
２
・
３
年
の
部

「
わ
た
し
の
み
の
ま
わ
り
の
し
ぜ
ん
」

小
学
生
４
・
５
・
６
年
の
部

「
都
城
の
ま
ち
な
み
や
自
然
と
私
た
ち
」

中
学
生
の
部

「
都
城
の
歴
史
と
未
来
へ
の
期
待
」

●
応
募
規
格　

四
つ
切
り
画
用
紙

●
応
募
期
間

８
月
１
日
㈪
〜
９
月
９
日
㈮

　

都
市
計
画
課　

☎
23

－

２
７
６
２

都
城
市
美
術
展
作
品

●
部
門

第
１
部
門　

絵
画
・
彫
刻
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ン

第
２
部
門　

写
真

第
３
部
門　

書

第
４
部
門　

工
芸

※
１
人
１
部
門
に
付
き
２
点
以
内

●
会
期　

９
月
９
日
㈮
〜
25
日
㈰ 

●
応
募
資
格　

中
学
生
以
下
を
除
く
都
城

市
、
三
股
町
、
鹿
児
島
県
曽
於
市
・
志
布

志
市
・
大
崎
町
の
在
住
者
、
元
在
住
者
、

出
身
者
お
よ
び
通
勤
者
、
通
学
者

●
搬
入
日　

８
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

　
　
　
　
　

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

●
出
品
料　

１
点　

１
、５
０
０
円

※
高
校
生
は
無
料

　

美
術
館　

☎
25

－
１
４
４
７

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

【
歌
と
踊
り
】

●
日
時　

７
月
21
日
㈭　

12
時
20
分
〜

●
場
所　

市
役
所
西
館
１
階
ロ
ビ
ー

●
出
演　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
劇
団
三
喜

　

秘
書
広
報
課　

☎
23

－

３
１
７
４

８
月
は
人
権
啓
発
強
調
月
間

夏
休
み
ふ
れ
あ
い
映
画
祭
（
無
料
）

●
日
時　

７
月
29
日
㈮　

13
時
30
分
〜

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

●
上
映
映
画

①
み
ん
な
い
ち
ば
ん
！ 

②
ト
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
３

※
申
し
込
み
不
要

　

生
涯
学
習
課　

☎
23

－

９
５
４
５

夏
休
み
こ
ど
も
ス
ケ
ッ
チ
大
会
（
無
料
）

●
日
時　

７
月
23
日
㈯
〜
８
月
12
日
㈮

９
時
〜
16
時
30
分　
（
休
館
日
を
除
く
）

※ 

８
月
13
日
㈯
〜
21
日
㈰
に
都
城
島
津
伝

承
館
ロ
ビ
ー
で
展
示
予
定

●
場
所　

都
城
島
津
邸

●
対
象　

市
内
の
小
学
生

●
用
意
す
る
も
の　

画
板
、
絵
の
具
、
筆

洗
い
器
な
ど

※
画
用
紙
は
当
日
配
布
し
ま
す

　

都
城
島
津
邸　

☎
23

－

２
１
１
６

た
か
お
夏
祭
り

●
日
時　

７
月
30
日
㈯　

16
時
〜

●
場
所　

陸
上
自
衛
隊
都
城
駐
屯
地

●
内
容　

装
甲
車
や
高
機
動
車
な
ど
の
体

験
搭
乗
、
太
鼓
演
奏
、
花
火
大
会
な
ど

　

陸
上
自
衛
隊
都
城
駐
屯
地
広
報
室

☎
23

－

３
９
４
４
（
内
線
２
１
８
）

戦
没
者
・
空
襲
犠
牲
者
合
同
追
悼
式

●
日
時　

８
月
６
日
㈯　

９
時
〜（
受
付
）

　
　
　
　

９
時
58
分
〜
（
開
式
）

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

※ 

遺
族
に
限
ら
ず
、
誰
で
も
参
加
可

　

福
祉
課　

☎
23

－

２
９
８
０

空
襲
犠
牲
者
追
悼
会

●
日
時　

８
月
５
日
㈮　

10
時
〜（
受
付
）

●
場
所　

神
柱
公
園
忠
霊
塔
広
場

　

都
城
空
襲
犠
牲
者
遺
族
会

　
　

☎
38

－

２
５
０
０
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暮らしの情報
都
城
歴
史
講
座

み
や
こ
ん
じ
ょ
学
の
ス
ス
メ

●
日
程
（
３
回
に
分
け
て
開
催
）

第
１
期
９
月
３
日
㈯
・
17
日
㈯
、10
月
１
日
㈯
・

15
日
㈯

第
２
期
10
月
29
日
㈯
、11
月
12
日
㈯
・
26
日
㈯
、

12
月
10
日
㈯

第
３
期
１
月
21
日
㈯
、２
月
４
日
㈯
・
18
日
㈯
、

３
月
10
日
㈯

●
時
間　

14
時
〜
16
時

※
史
跡
め
ぐ
り
は
９
時
30
分
〜
16
時

●
場
所　

都
城
島
津
伝
承
館
２
階
交
流
室

●
内
容　

都
城
島
津
家
人
物
史
講
座
と
史

跡
め
ぐ
り

●
対
象　

市
内
在
住
の
人

●
定
員　

各
25
人　

※
申
し
込
み
順

●
参
加
料　

１
、０
０
０
円
（
観
覧
料
、

資
料
代
、
保
険
代
を
含
む
）

※
史
跡
め
ぐ
り
は
弁
当
代
が
別
途
必
要

　

７
月
５
日
㈫
か
ら
電
話
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
で
都
城
島
津
邸

☎
23

－

２
１
１
６　

Fax 

36

－

４
０
１
９

都
城
市
教
育
委
員
会
主
催

生
涯
学
習
初
級
講
座

　

８
月
か
ら
短
期
講
座
（
全
４
回
）
を
開

催
し
ま
す
。
受
講
に
は
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。
定
員
に
達
し
な
い
場
合
は
、
開
催

し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
参
加
希
望
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

●
定
員　

各
講
座
10
〜
20
人

●
対
象
者　

一
般
成
人
の
初
心
者

●
受
講
料　

無
料（
教
材
費
は
別
途
必
要
）

●
教
室
名
・
場
所
・
日
時
・
締
め
切
り

韓
国
語　

中
央
公
民
館

毎
週
金
曜
日
（
８
／
５
㈮
〜
）

19
時
〜
20
時　

締
め
切
り
：
７
／
24
㈰

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
メ
ー
ク
ア
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ス

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

毎
週
水
曜
日
（
８
／
10
㈬
〜
）

13
時
〜
15
時　

締
め
切
り
：
７
／
30
㈯

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ　

小
松
原
地
区
公
民
館

毎
週
月
曜
日
（
８
／
１
㈪
〜
）

19
時
30
分
〜
21
時　

締
め
切
り
：
７
／
22
㈮

和
紙
人
形
作
り　

小
松
原
地
区
公
民
館

第
２
・
４
水
曜
日
（
８
／
10
㈬
〜
）

10
時
〜
12
時　

締
め
切
り
：
７
／
30
㈯

エ
コ
ク
ラ
フ
ト　

広
原
教
育
集
会
所

毎
週
火
曜
日
（
８
／
９
㈫
〜
）

13
時
30
分
〜
15
時
30
分　

締
め
切
り
：
７
／
29
㈮

健
康
体
操
・
３
Ｂ
体
操　

祝
吉
地
区
公
民
館

毎
週
火
曜
日
（
８
／
２
㈫
〜
）

19
時
30
分
〜
21
時　

締
め
切
り
：
７
／
23
㈯

料
理
（
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
）　

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

毎
月
第
４
木
曜
日
（
８
／
25
㈭
〜
）

10
時
〜
12
時　

締
め
切
り
：
８
／
13
㈯

　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　
　
　

☎
23

－

４
０
８
０

都
城
高
専
公
開
講
座

【
ゼ
リ
ー
作
り
か
ら
学
ぶ
生
体
分
子
タ
ン
パ
ク
質
の
働
き
】

●
日
時　

①
８
月
６
日
㈯　

９
時
〜
16
時

　
　
　
　

②
10
月
８
日
㈯　

９
時
〜
16
時

●
場
所　

高
専
一
般
教
科
棟
２
階
3C
教
室

●
費
用　

無
料　

●
定
員　

中
学
生
各
15
人

●
締
め
切
り　

①
７
月
25
日
㈪

　
　
　
　
　
　

②
９
月
26
日
㈪

【
ロ
ボ
コ
ン
教
室
】

●
日
時　

①
７
月
31
日
㈰　

９
時
〜
16
時

　
　
　
　

②
８
月
28
日
㈰　

９
時
〜
16
時

●
場
所　

高
専
機
械
工
学
科
実
習
工
場

●
費
用　

３
、０
０
０
円
（
教
材
代
）

●
定
員　

中
学
生
各
15
人

●
締
め
切
り　

①
７
月
15
日
㈮

　
　
　
　
　
　

②
８
月
11
日
㈭

　

都
城
高
専
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

る
公
開
講
座
申
込
書
に
記
入
の
上
、
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で
都
城
高
専
総
務
課

☎
47

－

１
３
０
６　

Fax 

38

－

１
５
０
８

kikaku@
jim

.m
iyakonojo-nct.ac.jp

　
訪
問
介
護
員
養
成

２
級
ヘ
ル
パ
ー
講
習
（
無
料
）

●
日
程　

９
月
１
日
㈭
〜
10
月
17
日
㈪

●
場
所　

都
城
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

●
対
象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
し

て
い
る
お
お
む
ね
55
〜
64
歳
の
人

●
定
員　

20 

人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

　

８
月
16
日
㈫
ま
で
に
郵
送
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
宮
崎
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
（
〒
880

－

０
８
６
７　

宮
崎

市
瀬
頭
二
丁
目
６

－

14
）

☎
０
９
８
５

－

31

－

３
７
７
５

Fax
０
９
８
５

－

31

－

３
７
７
６
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は申し込み先、 は問い合わせ先の略です

軟
式
野
球
教
室

●
日
時　

８
月
７
日
㈰　

９
時
〜
12
時

●
場
所　

高
城
運
動
公
園
野
球
場

●
対
象　

小
中
学
生

●
指
導
者　

宮
崎
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ

●
参
加
料　

１
人
５
０
０
円（
保
険
料
込
）

　

８
月
５
日
㈮
ま
で
に
高
城
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ　

☎
58

－

５
５
１
４

防
災
士
養
成
研
修
（
基
礎
コ
ー
ス
）

●
日
時　

９
月
21
日
㈬
・
22
日
㈭

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

●
場
所　

市
役
所
南
別
館
４
階
第
１
会
議
室

●
定
員　

50
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　

危
機
管
理
課　

☎
23

－

２
１
２
９

夏
休
み
・
親
子
き
ら
り
体
験
教
室

　

各
教
室
親
子
５
組
以
上
で
開
催
。
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

●
対
象　

小
学
生
以
上
の
子
供
と
そ
の
保

護
者　

※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
教
室
名
・
日
時
・
費
用

ア
ロ
マ
石
け
ん
作
り

７
月
30
日
㈯　

10
時
〜
12
時　

１
、０
０
０
円

竹
と
ん
ぼ
作
り

７
月
31
日
㈰　

10
時
〜
12
時　

６
０
０
円

カ
ラ
ー
針
金
細
工

７
月
31
日
㈰　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分　

７
０
０
円

表
装
（
絵
は
が
き
掛
け
作
り
）

７
月
31
日
㈰　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分　

８
０
０
円

※
各
教
室
と
も
、
冷
暖
房
費
は
別
途
必
要

　

７
月
22
日
㈮
ま
で
に
き
ら
り
ネ
ッ

ト
都
城　

☎
23

－

４
０
８
０

よ
か
・
余
暇
・
楽
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

【
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ
教
室
】

●
日
時　

毎
週
土
曜
日　

14
時
〜
16
時

●
場
所　

妻
ヶ
丘
地
区
公
民
館

●
学
習
料　

１
回
５
０
０
円
〜
７
５
０
円

※
冷
暖
房
費
な
ど
は
別
途
必
要

　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　
　
　

☎
23

－

４
０
８
０

　
夏
休
み
お
や
こ
で
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ

料
理
教
室

●
日
時
・
場
所

７
月
30
日
㈯
９
時
30
分
〜
12
時
30
分

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

８
月
７
日
㈰

７
月
31
日
㈰
９
時
30
分
〜
12
時
30
分　

山
田
総
合
セ
ン
タ
ー

８
月
６
日
㈯
９
時
30
分
〜
12
時
30
分　

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

小
学
生
以
上
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者　

※
要
申
し
込
み

●
定
員　

各
日
程
と
も
15
組
の
親
子

●
参
加
費　

1
人
１
０
０
円

●
用
意
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

●
申
込
期
限　

各
日
程
の
１
週
間
前
ま
で

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

健
康
教
室
（
無
料
）

●
日
時　

７
月
15
日
㈮　

15
時
〜
16
時

●
場
所　
三
州
病
院
３
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
室

●
内
容　

膝
と
股
関
節
の
痛
み
と
治
療

●
定
員　

50
人　

※
要
申
し
込
み

　

三
州
病
院　

☎
22

－

０
２
３
０

ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習

●
日
程　

７
月
24
日
㈰
〜
26
日
㈫

●
場
所　

商
工
会
議
所
・
市
総
合
福
祉
会

館
（
学
科
）、ヤ
マ
エ
食
品
工
業
㈱
（
実
技
）

●
定
員　

１
０
０
人

●
費
用　

１
万
２
、０
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
代
別
途

　

㈳
宮
崎
労
働
基
準
協
会
都
城
支
部

　
　

☎
24

－

５
６
０
３　

市
民
の
た
め
の
健
康
講
座
（
無
料
）

●
日
時　

７
月
29
日
㈮　

14
時
〜

●
場
所　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院

　
　
　
　

教
育
研
修
棟
（
祝
吉
町
）

●
内
容　

心
臓
病
を
克
服
す
る
た
め
に

●
定
員　

先
着
80
人
（
申
し
込
み
不
要
）

　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院
地
域
医
療

連
携
室　

☎
23

－

４
１
１
１

女
性
の
悩
み
ご
と
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
く
す
の
き

　

女
性
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
関
す
る
電

話
相
談
窓
口
で
す
。

●
電
話
相
談　

☎
36

－

０
７
４
０

（
毎
週
土
曜
日　

14
時
〜
16
時
）
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暮らしの情報
女
性
相
談
員
に
よ
る

女
性
総
合
相
談
（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

10
時
〜
16
時

●
専
門
相
談　

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
女

性
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

◎
こ
こ
ろ
の
相
談

７
月
19
日
㈫　

14
時
〜
16
時

◎
法
律
相
談

７
月
26
日
㈫　

13
時
〜
16
時

※
専
門
相
談
お
よ
び
面
接
相
談
は
事
前
の

　

予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
相
談
は
随
時

　

受
け
付
け
ま
す

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
７

消
費
生
活
相
談

　

多
重
債
務
や
悪
質
商
法
な
ど
、
消
費
生

活
に
関
す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
16
時

●
弁
護
士
法
律
相
談

７
月
15
日
㈮　

13
時
〜
16
時

※
弁
護
士
相
談
は
事
前
の
予
約
が
必
要

●
場
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
４

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
（
無
料
）

　

精
神
科
の
病
気
、
心
の
健
康
に
関
す
る

問
題
や
依
存
症
に
つ
い
て
精
神
科
の
医
師

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時　

７
月
21
日
㈭　

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

●
場
所　

都
城
保
健
所　

　

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す　

　
　
　
　

　

都
城
保
健
所　

☎
23

－
４
５
０
４

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
会

　

N
P
O
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動

紹
介
や
団
体
の
運
営
に
関
す
る
相
談
、
各

種
補
助
金
の
申
請
に
関
す
る
助
言
な
ど
を

行
い
ま
す
。

●
日
時　

７
月
〜
12
月
の
第
３
土
曜
日

　
　
　
　

10
時
〜
16
時

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

　
　

☎
23

－

２
４
３
１

調
停
委
員
に
よ
る
相
談
会
（
無
料
）

●
日
時　

８
月
７
日
㈰　

13
時
30
分
〜

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
内
容　

夫
婦
間
の
問
題
や
遺
産
相
続
、

借
金
、
交
通
事
故
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
相
談

　

宮
崎
地
方
裁
判
所
都
城
支
部

　
　

☎
23

－

４
１
３
１

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

 　

平
成
７
年
６
月
１
日
〜
19
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
は
、
20
歳
未
満
ま
で

無
料
で
接
種
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
以
外
の
人
は
、従
来
通
り
で
す
。

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

無
人
ヘ
リ
農
薬
散
布

　

無
人
ヘ
リ
に
よ
る
農
薬
散
布
を
実
施
し

ま
す
。
ヘ
リ
が
近
く
を
飛
ん
で
い
る
と
き

は
、
家
や
車
な
ど
の
窓
を
閉
め
、
洗
濯
物

を
外
に
干
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
雨
天
な

ど
で
延
期
、中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
地
域
別
実
施
日
程

姫　

城
８
月
１
日
㈪
、
９
月
１
日
㈭

五
十
市

祝　

吉

沖　

水
８
月
上
旬
、
９
月
上
旬

志
和
池
７
月
30
日
㈯
、
９
月
５
日
㈪

庄　

内
７
月
29
日
㈮
、
９
月
２
日
㈮

西　

岳
７
月
25
日
㈪
・
26
日
㈫
、８
月
17
日
㈬
・

18
日
㈭

梅　

北
７
月
28
日
㈭
、
８
月
31
日
㈬

安　

久
７
月
28
日
㈭
、
８
月
31
日
㈬

山
之
口
７
月
27
日
㈬
・
28
日
㈭
、８
月
26
日
㈮
・

27
日
㈯

高　

城
７
月
26
日
㈫
、８
月
３
日
㈬
・
４
日
㈭
・

26
日
㈮
・
29
日
㈪
・
30
日
㈫

山　

田
７
月
21
日
㈭
・
22
日
㈮
、８
月
23
日
㈫
・

24
日
㈬
、
９
月
上
旬

高　

崎
８
月
19
日
㈮
〜
21
日
㈰

●
散
布
時
間　

６
時
〜
17
時

　

都
城
地
区
無
人
ヘ
リ
防
除
協
議
会
事

務
局　

☎
22

－

１
１
０
７
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は申し込み先、 は問い合わせ先の略です

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

２
、０
０
０
万
サ
マ
ー

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ

ま
す
。
購
入
す
る
場
合
は
、
地
元
の
販
売

所
で
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

●
発
売
期
間　

７
月
11
日
㈪
〜
29
日
㈮

●
発
売
場
所　

全
国
の
宝
く
じ
売
場

●
抽
選
日　

８
月
９
日
㈫

　

財
政
課　

☎
23

－

２
１
１
３

東
日
本
大
震
災
関
連

義
援
金
を
寄
付
し
た
人

　

個
人
で
国
や
被
災
自
治
体
へ
寄
付
、
ま

た
は
東
日
本
大
震
災
に
関
連
し
日
本
赤
十

字
社
な
ど
へ
の
義
援
金
を
寄
付
し
た
場
合

は
、
所
得
税
・
住
民
税
が
減
額
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の

税
務
署
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

　

都
城
税
務
署　

☎
22

－

４
３
７
７

介
護
保
険
料

納
付
書
・
納
入
通
知
書

　

平
成
23
年
度
介
護
保
険
料
納
付
書
、
ま

た
は
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
を
７
月
中

旬
に
発
送
し
ま
す
。
第
１
期
の
納
期
は
８

月
１
日
で
す
の
で
期
日
ま
で
に
納
入
し
て

く
だ
さ
い
。

※ 

年
金
か
ら
差
し
引
き
に
な
る
人
に
は
、

納
入
通
知
書
（
介
護
保
険
料
決
定
通
知

書
）
兼
特
別
徴
収
開
始
通
知
書
を
７
月

下
旬
に
発
送
し
ま
す
。
年
金
差
し
引
き

の
人
は
、
口
座
振
替
の
手
続
き
を
し
て

も
年
金
差
し
引
き
が
優
先
し
ま
す

【
介
護
保
険
料
減
免
制
度
】

　

65
歳
以
上
で
収
入
が
少
な
い
人
の
負
担

軽
減
の
た
め
に
、
介
護
保
険
料
の
減
免
制

度
が
あ
り
ま
す
。

●
対
象　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

①
介
護
保
険
料
が
第
３
段
階

②
世
帯
員
全
員
の
前
年
の
所
得
が
な
い

③ 

世
帯
の
前
年
の
年
間
収
入
金
額
が
、
１

人
世
帯
の
場
合
80
万
円
以
下
（
世
帯
員

が
１
人
増
え
る
ご
と
に
35
万
円
加
算
。

借
家
に
居
住
の
場
合
別
途
25
万
円
加

算
）

④
市
民
税
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
な
い

⑤ 
市
民
税
課
税
者
と
生
計
を
共
に
し
て
い

な
い

⑥ 

処
分
で
き
る
不
動
産
を
所
有
し
て
い
な

い
⑦
世
帯
の
預
貯
金
が
１
６
０
万
円
以
下

●
減
免
額　

第
３
段
階
の
保
険
料
年
額

３
万
７
、８
０
０
円
を
第
２
段
階
相
当
の

年
額
２
万
５
、２
０
０
円
に
減
額

※ 

９
月
１
日
以
降
の
申
請
は
納
期
未
到
来

分
に
つ
い
て
期
割
計
算
し
た
額
を
減
額

●
そ
の
他　

介
護
保
険
料
減
免
申
請
は
毎

年
手
続
き
が
必
要
で
す

【
納
税
お
知
ら
せ
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
納
付
案
内
】

　

今
年
度
の
介
護
保
険
料
か
ら
、
納
付
期

限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
確
認
で
き
な
い
場

合
は
納
税
お
知
ら
せ
セ
ン
タ
ー
か
ら
電
話

で
早
期
納
付
の
案
内
を
し
ま
す

　

8
月
1
日
㈪
〜
24
年
5
月
1
日
㈫

ま
で
に
介
護
保
険
課　

☎
23

－

２
５
９
６

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
行
事
予
定

●
施
設
名
・
日
時
・
行
事
名

都
城
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
22

－

１
６
５
９

７
月
20
日
㈬　

10
時
〜　
「
子
育
て
広
場
（
庄

内
地
区
公
民
館
）」
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
作
り

７
月
25
日
㈪　

10
時
〜　
「
い
ち
ご
ク
ラ
ブ
」

２
歳
以
上
の
親
子
で
遊
び
ま
し
ょ
う

７
月
25
日
㈪　

13
時
30
分
〜　
「
赤
ち
ゃ
ん
サ

ロ
ン
」
０
・
１
歳
の
親
子
で
遊
び
ま
し
ょ
う

７
月
27
日
㈬　

10
時
〜　
「
子
育
て
広
場
（
志

和
池
地
区
公
民
館
）」
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
作
り

山
之
口
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
57

－

３
２
９
８

７
月
22
日
㈮　

10
時
30
分
〜　

高
齢
者
施
設
慰
問
「
ひ
ば
り
苑
」

７
月
26
日
㈫　

10
時
〜　

出
前
保
育
「
ぽ
っ
か

ぽ
か
」（
山
之
口
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
）

８
月
２
日
㈫　

10
時
30
分
〜　

「
公
園
で
遊
ぼ
う
」（
あ
じ
さ
い
公
園
）

８
月
９
日
㈫　

10
時
30
分
〜　
「
散
歩
の
日
」

セ
ン
タ
ー
周
辺
を
散
歩
し
ま
し
ょ
う

山
田
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
64

－

３
１
７
１

７
月
21
日
㈭　

10
時
〜　
「
ア
ロ
マ
教
室
」
エ

ア
フ
レ
ッ
シ
ュ
ナ
ー
作
り　

※
要
申
し
込
み

７
月
27
日
㈬　

10
時
〜　

「
６
・
７
月
生
ま
れ
の
誕
生
会
」

８
月
４
日
㈭　

10
時
〜　
「
国
際
交
流
」

国
際
交
流
員
と
ア
メ
リ
カ
・
中
国
の
子
育
て
に

つ
い
て
楽
し
く
話
し
ま
し
ょ
う

７
月
13
日
㈬
、
20
日
㈬
、
21
日
㈭　

10
時
〜　

「
保
育
参
加
・
給
食
体
験
」

※ 
山
田
中
央
保
育
所
・
木
之
川
内
保
育
所
・
万

ヶ
塚
保
育
園
で
の
保
育
参
加

※ 

ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
各
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
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暮らしの情報

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
神
話
と
歴
史

の
宝
庫
で
も
あ
り
ま
す
。
今
月
は
、

霧
島
山
の
麓
に
鎮
座
す
る
東つ

ま

霧き
り

島し
ま

神

社
（
高
崎
町
）
を
紹
介
し
ま
す
。

　経営戦略課
　　☎23-2115

　

霧
島
山
の
高
千
穂
峰
は
天
孫
降
臨

の
伝
説
の
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
山

麓
一
帯
に
は
神
話
に
登
場
す
る
神
々

を
ま
つ
る
多
く
の
神
社
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
中
に
は
霧
島
山
を
取
り
巻

く
よ
う
に
建
て
ら
れ
た
霧
島
六
社
権

現
と
呼
ば
れ
る
神
社
が
あ
り
、
高
崎

町
に
あ
る
東
霧
島
神
社
も
そ
の
一
つ

で
す
。

　

霧
島
山
は
続
日
本
記
を
は
じ
め
と

し
て
古
く
か
ら
噴
火
の
記
録
が
残
さ

れ
て
い
て
、
幾
度
と
な
く
噴
火
を
繰

り
返
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
社
伝
に
よ
る
と
、
第
５
代
孝
昭

天
皇
の
時
代
に
創
建
さ
れ
、
霧
島
山

の
噴
火
で
埋
も
れ
て
い
た
の
を
性

し
ょ
う
く
う空

上
人
が
再
建
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
13
世
紀
半
ば
の
御
鉢

火
山
の
噴
火
で
高
原
町
に
あ
る
狭
野

神
社
の
社
殿
が
焼
失
し
た
際
、
御
神

体
が
一
時
東
霧
島
神
社
に
移
さ
れ
た

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

神
社
で
は
、
イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト

が
こ
の
世
を
去
っ
た
妻
の
イ
ザ
ナ
ミ

ノ
ミ
コ
ト
を
恋
慕
う
悲
し
み
の
涙
が

固
ま
っ
た
と
さ
れ
る
「
神し

ん
せ
き石

」
や
、

鬼
が
一
晩
で
積
み
上
げ
た
と
い
う

「
鬼
岩
階
段
」、
宮
崎
の
巨
樹
百
選
に

選
ば
れ
た
樹
齢
１
０
０
０
年
の
ク
ス

ノ
キ
な
ど
、
伝
承
と
自
然
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

神石（しんせき）

鬼岩階段

宮
崎
県
就
職
説
明
会
（
無
料
）

●
日
時　

８
月
９
日
㈫　

13
時
30
分
〜

●
場
所　

ホ
テ
ル
中
山
荘

●
対
象　

学
校
卒
業
予
定
者
（
高
等
学

校
卒
業
予
定
者
を
除
く
）、
求
職
活
動

中
の
人
、
転
職
を
考
え
て
い
る
人
な
ど

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要

●
内
容　

企
業
と
の
個
別
面
談
、
各
種

相
談
コ
ー
ナ
ー

※ 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い

　

県
労
働
政
策
課
地
域
雇
用
対
策
室

　
　

☎
０
９
８
５

－

26

－

７
１
０
５

　
　

工
業
振
興
課　

☎
23

－

２
７
５
３

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
す
く
す
く
」

●
日
程
・
内
容

７
／
21
㈭
高
城
高
校
生
と
の
交
流

８
／
９
㈫
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
体
験

●
時
間　

10
時
〜
12
時

●
場
所　

高
城
保
健
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

15
組

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

●
対
象
者　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

●
参
加
費　

子
ど
も
１
人
に
つ
き

１
０
０
円

　

高
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
58

－

６
８
０
０

胃
・
乳
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

【
胃
が
ん
検
診
】

●
対
象　

40
歳
以
上
の
人

●
日
程
・
場
所

７
／
19 

㈫
①
高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

７
／
20 

㈬
①
木
之
川
内
体
育
セ
ン
タ
ー

７
／
21 

㈭
②
沖
水
地
区
公
民
館

８
／
10 

㈬
②
庄
内
地
区
公
民
館

●
受
付　

①
は
８
時
〜
９
時　

　
　
　
　

②
は
８
時
〜
11
時

【
乳
が
ん
検
診
】

　

乳
が
ん
検
診
の
申
し
込
み
は
、
７
月

15
日
㈮
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

●
対
象　

40
歳
以
上
の
偶
数
年
生
ま
れ

の
女
性
（
昭
和
46
年
、
44
年
、
42
年
…
）

●
日
程
・
場
所

８
／
７ 

㈰
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

８
／
16 

㈫

８
／
20  

㈯

８
／
26 

㈮
祝
吉
地
区
公
民
館

●
受
付　

９
時
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時

●
検
診
料　

胃
が
ん
検
診　

９
０
０
円

乳
が
ん
検
診　

２
、０
０
０
円

※ 

70
歳
以
上
の
人
、
生
活
保
護
世
帯
や

市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人

は
、
保
険
証
や
証
明
書
、
市
が
発
行

す
る
各
種
検
診
自
己
負
担
金
免
除
通

知
書
を
提
示
す
れ
ば
検
診
料
が
免
除

さ
れ
ま
す

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

ジオパークジオパーク
発掘探検隊発掘探検隊
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は申し込み先、 は問い合わせ先の略です

休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00
※歯科は 17：00 まで
月日 医療機関名 電話番号
７/17
㈰

藤元上町（内） 23－4000
戸嶋病院（内） 22－1437
畠中小児科医院（小） 52－6000
よしかわクリニック（麻・整・内） 23－9384
ゆうクリニック（消・外・内）46－6100
吹上耳鼻科（耳鼻） 21－4133
持永歯科医院 51－5400

７/18
㈪

三嶋内科（内） 24－7171
黒松病院（内） 38－1120
海老原内科（内・小） 64－1211
西平外科（外・胃） 25－5551
花房医院（泌） 25－1177
たき心療内科（心内・精・神内）46－9191
やすだ歯科 58－3471

７/24
㈰

山内小児科（小） 22－0048
ベテスダクリニック（内）22－1700
出水医院（内） 59－9424
もちお蛯原医院（整形・形成）21－5355
山下医院（胃・外） 52－1348
くぼた眼科（眼） 26－3100
安富歯科医院 22－4118

７/31
㈰

村上クリニック（循・内）25－2700
有馬医院（内・小） 23－2610
坂田医院（内・消・胃） 51－2003
マドコロ外科（外・胃・整）22－0138
ならはら皮膚科（皮膚） 22－1455
やの耳鼻科（耳鼻） 27－5222
山崎歯科医院 24－3332

※診療機関は変更することがあります
　詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎
23-5555、歯科医師会は☎25-4100）で
確認してください

◎みやざき医療ナビもご利用ください
　http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp

●休日当番薬局

７/17 ㈰ かかりつけ、ひばり、前田町椎の木、
友愛

７/18 ㈪ わかば、ふれあい川東
７/24 ㈰ トロン、もちおさくら、たかお

７/31 ㈰ アート、ひかり、ひまわり、
ケーアイ都城

みやざき医療ナビ

こ
ど
も
の
健
康
診
査

【
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査
】

●
日
程
・
受
付
時
間　

７
月
20
日
㈬

13
時
〜
13
時
30
分

●
場
所　

高
城
保
健
セ
ン
タ
ー　

【
２
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査
】

●
日
程
・
受
付
時
間　

７
月
22
日
㈮

13
時
〜
13
時
30
分

●
場
所　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
地
下
１
階
）　

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

指
定
管
理
者

●
業
務
内
容　

平
成
24
年
４
月
１
日
〜

27
年
３
月
31
日
ま
で
の
管
理
運
営

●
応
募
資
格　

法
人
そ
の
他
の
団
体

※
現
地
説
明
会
は
、
要
申
し
込
み

●
配
布
・
受
付
時
間　

８
時
30
分
〜
17

時
15
分　
（
土
・
日
曜
日
、祝
日
は
除
く
）

【
①
志
和
池
福
祉
セ
ン
タ
ー
・

②
勤
労
身
体
障
害
者
教
養
文
化
体
育
施

設
】

●
募
集
要
項　

７
月
４
日
㈪
〜
29
日
㈮

に
福
祉
課
で
配
布

●
現
地
説
明
会

①
７
月
21
日
㈭　

10
時
〜

②
７
月
20
日
㈬　

10
時
〜

　

８
月
４
日
㈭
〜
10
日
㈬
に
福
祉

課　

☎
23

－

２
９
８
０

【
①
母
智
丘
関
之
尾
公
園
・
関
之
尾
緑

の
村
・
②
金
御
岳
公
園
】

●
募
集
要
項　

７
月
４
日
㈪
〜
20
日
㈬

に
商
業
観
光
課
で
配
布

●
現
地
説
明
会

①
７
月
22
日
㈮　

13
時
30
分
〜

②
７
月
21
日
㈭　

13
時
30
分
〜

　

８
月
８
日
㈪
〜
12
日
㈮
に
商
業

観
光
課　

☎
23

－

２
６
１
５

【
山
之
口
ふ
る
さ
と
産
品
販
売
所
他
２
施
設
】

●
募
集
要
項　

７
月
４
日
㈪
〜
29
日
㈮

に
山
之
口
産
業
振
興
課
で
配
布

●
現
地
説
明
会

７
月
21
日
㈭　

10
時
〜

　

８
月
８
日
㈪
〜
12
日
㈮
に
山
之

口
産
業
振
興
課　

☎
57

－

３
１
１
１

【
都
城
運
動
公
園
・
早
水
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
】

●
募
集
要
項　

７
月
11
日
㈪
〜
29
日
㈮

に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
で
配
布

●
現
地
説
明
会　

７
月
21
日
㈭　

10
時
〜

　

８
月
15
日
㈪
〜
19
日
㈮
に
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課　

☎
23

－

９
５
４
６

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
】

●
募
集
要
項　

７
月
４
日
㈪
〜
20
日
㈬

に
生
涯
学
習
課
で
配
布

●
現
地
説
明
会

７
月
21
日
㈭　

９
時
〜

　

８
月
１
日
㈪
〜
５
日
㈮
に
生
涯
学

習
課　

☎
23

－

９
５
４
５

平
成
23
年
度
保
育
士
登
録
試
験

　

市
内
お
よ
び
三
股
町
内
の
法
人
立
保

育
園
園
長
会
加
盟
の
法
人
立
保
育
園
に

勤
務
を
希
望
す
る
人
は
、
保
育
士
登
録

試
験
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
日
時　

８
月
21
日
㈰

　
　
　
　

８
時
30
分
〜
（
受
付
）

●
会
場　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

７
月
30
日
㈯
ま
で
に
法
人
立
園

長
会
事
務
局
並
木
保
育
園　

☎
24

－

１
５
８
０

hoiku@
kids-net.or.jp

※ 

申
込
用
紙
は
各
保
育
園
に
置
い
て

あ
り
ま
す
。
ま
た
はhttp://hoiku.

kids-net.or.jp/

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
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選
挙
の
は
な
し 

3

衆
議
院
と
参
議
院
っ
て
何
？

　

日
本
の
国
会
は
衆
議
院
と
参
議
院
の
二

院
で
構
成
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
制
度
を
二

院
制
と
呼
び
ま
す
。
二
院
制
の
狙
い
は
、

大
事
な
事
柄
を
決
め
る
の
に
一
方
の
考
え

方
で
決
め
な
い
よ
う
に
互
い
に
チ
ェ
ッ
ク

し
、
国
民
の
多
様
な
意
見
を
広
く
反
映
す

る
た
め
で
す
。
た
だ
し
、
衆
参
で
決
定
が

異
な
っ
た
場
合
、
首
相
指
名
、
法
律
案
、

予
算
な
ど
は
衆
議
院
の
決
定
に
従
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。こ
れ
を
、「
衆
議
院
の
優
越
」

と
い
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

選
挙
管
理
委
員
会　

☎
23ｰ

７
８
６
４

都
城
島
津

都城市立図書館　●休館日／７月18日・19日・25日、８月１日・４日・８日・15日 ●開館時間／9：30 ～18：50
高城図書館　　　●休館日／７月17日～19日・26日、８月２日・９日 　　　　　●開館時間／9：30 ～18：00

図
書
館
だ
よ
り

都
城
市
立
図
書
館　

☎
22
-0
2
3
9

高
城
図
書
館　
　
　

☎
58
-4
2
2
4

◎
問
い
合
わ
せ

７
月
16
日→

８
月
15
日

「
息
子
へ
。D

ear son,

」

飯
野
賢
治
（
著
）
幻
冬
舎
（
発
行
）

今
、
日
本
で
世
界
で
広
が
り
続
け
る
「
原
子
力

発
電
所
問
題
」。
父
親
の
立
場
か
ら
息
子
へ
、

そ
し
て
全
て
の
人
に
問
い
か
け
る
感
動
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
。

今
月
の
お
す
す
め
の
本

「
ち
い
さ
な
死
神
く
ん
」

キ
テ
ィ
・
ク
ロ
ー
ザ
ー
（
著
）
講
談
社
（
発
行
）

死
神
く
ん
は
、
感
じ
の
い
い
小
さ
な
男
の
子
。
で

も
、
死
神
く
ん
が
迎
え
に
行
く
と
、
み
ん
な
が

悲
し
が
っ
て
怖
が
る
人
ば
か
り
。
そ
ん
な
死
神
く

ん
が
、
一
人
の
少
女
と
出
会
い
ま
す
。
子
ど
も
の

目
線
で
「
死
」
を
描
い
た
絵
本
。

【
都
城
市
立
図
書
館
】
読
み
聞
か
せ
の
部
屋

お
話
し
の
部
屋
〝
そ
ら
ま
め
〞（
未
就
学
児
の
親
子
）

●
７
月
28
日
㈭　

11
時
〜

本
と
お
は
な
し
の
会　
●
８
月
13
日
㈯　

14
時
30
分
〜

　

内
容　

星
砂
の
ぼ
う
や
（
灰
谷
健
次
郎
作
）

【
高
城
図
書
館
】

子
ど
も
の
た
め
の
夜
間
映
写
会
（
ナ
イ
ト
シ
ア
タ
ー
）

●
７
月
16
日
㈯　

19
時
30
分
〜
20
時
30
分

※
夜
間
の
た
め
、
保
護
者
が
必
ず
同
伴
し
て
く
だ
さ
い

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン

●
７
月
23
日
㈯　

11
時
〜

ゆ
め
の
お
く
り
も
の　

読
み
聞
か
せ
会

●
８
月
13
日
㈯　

11
時
〜

児
童

梅ば
い
ほ
う
い
ん
ぞ
う

芳
院
像　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
幅　

江
戸
時
代

　

こ
の
掛
け
軸
は
、
都
城
島
津
家
22
代
島

津
久ひ

さ
と
も倫

の
妻
、
梅
芳
院
を
描
い
た
も
の
で

す
。
梅
芳
院
は
宮
之
城
（
鹿
児
島
県
さ
つ

ま
町
）
の
領
主
で
あ
っ
た
島
津
久ひ

さ
す
け亮

の
娘

で
、
安あ

ん
え
い永

5
年
（
一
七
七
六
）
に
久
倫
と

結
婚
し
ま
し
た
。
三
男
二
女
の
子
宝
に
恵

ま
れ
、
長
男
は
都
城
島
津
家
23
代
久ひ

さ
の
り統

と

な
り
ま
し
た
。
彼
女
は
結
婚
か
ら
15
年
後

の
寛か

ん
せ
い政

2
年
（
一
七
九
〇
）
に
こ
の
世
を

去
り
ま
し
た
が
、
そ
の
際
に
、
梅
芳
院
の

法
号
が
贈
ら
れ
て
、
龍り

ゅ
う

峯ほ
う

寺じ

（
都
城
島
津

家
墓
地
）
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
肖
像
で
み
る
梅
芳
院
は
、
切
れ
長

の
涼
や
か
な
目
元
が
特
徴
的
で
、
そ
の
た

た
ず
ま
い
や
透
き
通
る
よ
う
な
肌
の
描
か

れ
方
は
、
彼
女
の
高
貴
な
雰
囲
気
を
う
か

が
わ
せ
ま
す
。

　

膝
の
前
に
香こ

う
ぼ
ん盆

を
置
き
、
左
手
に

煙
が
立
ち
上
る
香

炉
を
持
っ
た
そ
の

様
子
か
ら
、
生
前
、

梅
芳
院
が
香こ

う

を
好

ん
で
い
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

青
少
年

国民の意思や世論を
強く反映（解散があ
り任期が短い）

時間をかけ長期的な
視野で調査・審議
（解散がなく任期が
長い）

役割

国会

定数
任期

参議院

242人
6年（３年ごとに　

　半数改選）

衆議院

480人
４年
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QUIZ 国際交流員
のひとりごと
陶　婉悠さん（中国）Vol.1

初めまして！

◎問い合わせ　生活文化課・国際化担当　☎ 23-2295

■5月号クイズの結果【応募総数22通】
◎正解／①自主  ②青井岳  ③ビーチ

Vol.67

問　①アナログ放送の終了日は７月○○日です。
地デジの準備はお済みですか？

答  
問　②まちの話題で紹介した高崎町の○○○○バ

レー。今年で19回目の開催となりました

答  
問　③人の風景で紹介した川本さん。７月の開催に

向けて準備を進めているのは○○○祭り

答  

今月号を読んでのわたしの一言

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
（
官
製
は
が
き
で
も
可
）

ク イ ズ広報

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

読
者
か
ら
の
お
便
り

始めまして。陶
とう

　婉
えんゆう

悠と申します。中国の重慶市
から参りました。24 歳です。南京農業大学外国語
学部日本語学科で日本語を専攻し、2009 年の 10月
から半年間、交換留学生として宮崎大学で勉強しま
した。去年の６月に大学を卒業してから都城市に来
るまで、重慶市の沙坪壩区対外貿易委員会で働い
ていました。

日本語に興味があり、日本語を見ると、または
日本語を話すと元気が出ます。日本料理では、お
好み焼き、たこ焼き、長崎ちゃんぽんが大好きで
す。スポーツではスイミングとバドミントンが好
きです。週末は、買い物をしたり、ドラマを見た
りして充実した毎日を送っています。踊りや歌に
も興味津々です。国内旅行も好きです。

夢はと言うと、将来は中国で日本語の教師にな
りたいのですが、今の国際交流員の仕事にもとて
も興味があって、ずっと国際交流事業に従事でき
るといいなあと思っています。日中の友好的な交
流が続くよう少しでも力になりたいと思います。
一生懸命頑張ります。どうぞよろしくお願いします。

●
５
月
号
の
表
紙
「
庄
内
川
の
こ
い
の
ぼ
り
」

を
見
に
行
き
ま
し
た
。
雄
大
に
泳
ぐ
こ
い
の

ぼ
り
を
見
て
、
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

（
下
川
東
町　

S
さ
ん
）

●
地
域
を
守
る
自
主
防
災
組
織
を
読
ん
で
、
体

の
不
自
由
な
友
人
と
避
難
方
法
を
話
し
合
い

ま
し
た
。
避
難
の
際
は
、
隣
近
所
に
声
掛
け

を
し
て
助
け
合
い
ま
す
。

（
上
水
流
町　

Ｆ
さ
ん
）

●
き
れ
い
な
水
を
未
来
へ
残
そ
う
を
読
ん
で
、

あ
ら
た
め
て
水
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
で
も
ま

た
、
水
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

（
蓑
原
町　

Ｇ
Ｏ
さ
ん
）

●
サ
ブ
シ
テ
ィ
構
想
に
基
づ
く
「
健
康
医
療
ゾ

ー
ン
」
を
読
ん
で
、
都
城
に
も
高
度
な
医
療

を
受
け
ら
れ
る
病
院
が
あ
っ
た
ら
い
い
の
に

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
安
心
し
て
住
め
る
都

城
で
あ
っ
て
欲
し
い
で
す
。

（
下
長
飯
町　

Ｙ
Ｕ
さ
ん
）

●
都
城
焼
窯
元
の
宇
都
野
さ
ん
と
は
10
年
来
の

付
き
合
い
で
す
。
毎
年
、
た
く
さ
ん
の
長
寿

湯
飲
み
を
贈
る
こ
と
は
な
か
な
か
で
き
な
い

行
動
で
す
。
今
回
、「
み
や
ざ
き
の
匠
」
に

選
ば
れ
て
大
変
喜
ん
で
い
ま
す
。

（
早
水
町　

山
ち
ゃ
ん
）



POST　CARD

フリガナ

氏　名

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

電話番号（　　　　　）　　　　－

都城市役所 秘書広報課 行
（広報  都城  NO.67  2011年7月号）

8 8 5 8 5 5 5お手数ですが
50円切手を
お貼りください

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電話
　番号と、わたしの一言や７月号を読んだ感想を書いて
　〒885－8555　秘書広報課まで。正解者の中から抽選
　で１人にプレゼントを差し上げます。
※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選  
　者への商品の発送以外には利用しません

◎応募締め切り　８月１日㈪　当日消印有効
◎発表　本紙９月号
※このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業所を募集してい
　ます。詳細については秘書広報課まで問い合わせください
◎5月号当選者　四本　敬子さん（高城町）

商品提供事業者

【オリジナルクッキー詰め合わせ】

読者プレゼント今月の

※7月16日～ 8月15日の日程
施設案内

PRESENT

□美術館（姫城町）☎25ｰ1447
開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
７月11日㈪～19日㈫までは展示替作業のため休館
※７月16日㈯・17日㈰は住民票の発行はできません
◎夏休み企画〈入門　アートの疑問〉
　おもいで－o moi de?－（７月20日～８月21日）

□都城歴史資料館（都島町）☎25ｰ8011
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
※毎週土曜日は、小・中学生は無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

□都城島津邸（早鈴町）☎23ｰ2116
開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）
観覧料　「本宅」小学生以上100円
　　　　「都城島津伝承館」一般210円
　　　　高校・大学生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

□人形の館（山之口町）☎57ｰ5295
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

□山之口弥五郎どんの館（山之口町）☎57ｰ3713
開館時間　9：00～17：00
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

□高城郷土資料館（高城町）☎58ｰ5963
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

□旧後藤家商家交流資料館（高城町）☎58ｰ6900
開館時間　10：00～16：00
入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

□たちばな天文台（高崎町）☎62ｰ4936
開館時間　9：30～17：00
　　　　　㊎㊏、㊗の前日は19：00～22：00も開館
入館料　中学生以上300円　小学生100円
休館日　７月21日㈭
◎七夕の夕べ（コンサートと星空観測会）　
　８月５日㈮　19：00 ～ 22：00
◎ペルセウス座流星群観測会　８月12日㈮　22：00 ～

専属の職人こだわりの
新作クッキー「とわお
もい」。ぜひ、ご賞味く
ださい。

お菓子工房「ロイチェ都城」
（セレモニー宮崎都城店内　栄町）☎25-4949



都城市現住人口  ※国勢調査に基づく推計人口です
平成23年6月1日現在 （前月比）

世 帯 数 70,193世帯 （ －4 ）
人口総数 168,928人　 （　 6 ）

※平成22年国勢調査速報値に基づく推計人口です。速報値では男女別人口
が公表されていないため、推計人口による男女別人口は記載していません

インフォメーション

編集後記

節電が叫ばれる今年の夏。テレビや雑誌では連日

クールビズや省エネ家電、太陽光発電などさま

ざまな節電対策が紹介されています。市役所でも今年、

庁舎南側につる性の植物を利用したグリーンカーテン

を設置し、節電に取り組んでいます。梅雨入りが例年

に比べ早かった分、夏が長くなりそうな予感がする今

年。暑さが苦手なワタクシも夏を快適にすごすため知

恵とたるんだ体をしぼりたいと思います。（一）

■MRTラジオ（AM放送936kHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週：月～金曜日（祝日除く）15：30 ～15：45
■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」　毎週：月～金曜日
　9：49 ～ 9：54、15：54～15：59（再）

■BTVケーブルテレビ
　（デジタル111ch、アナログ5ch）
　※毎回10分間放送
　「みやこんじょジャーナル」
　① 6：50 ～　②11：50 ～　③17：50 ～
　④20：50 ～　⑤22：50 ～

ラジオ番組の案内

テレビ番組の案内
市の提供番組紹介

今月の表紙
砂上の熱き戦い!!
　ビーチバレーのＪＢＶツアー
第３戦「東日本大震災復興支
援大会ファイテン霧島酒造オー
プン」が６月３日から５日、霧
島ファクトリーガーデンで開催
され、国内トップ男女８ペア計32人が出場しました。
主催者推薦で出場の徳丸信代選手（山之口町出身）は、

「初めてのツアーですが地元でプレーできうれしいです。
少しでも元気な力を伝えたい」と抱負を語っていました。

常に児童合唱界をリードして
きた杉並児童合唱団による待望の都城公演！ MJうた倶楽部
kid’s（地元出演）の活躍にも乞うご期待！
●日時／８月３日㈬　開演18：30
●料金／〔全席自由〕 大　人　1,000円
　　　　　　　　　　子ども　　500円　
※０歳からチケットが必要。託児あり（有料）
●プレイガイド　ＭＪチケットカウンター、ローソンチケット
◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23‒7140

イベントカレンダー （7月16日～8月15日）
※〔　〕内は場所、 は問い合わせ先

７
月
16日㈯　18：00 ～
笛水夏祭り〔笛水小中学校グラウンド〕

笛水小中学校　☎62-4634

１６日㈯～１８日㈪　※16日 17：00 ～
みやこんじょ七夕まつり〔千日通り〕

商業観光課　☎23-2615

２９日㈮　17：00 ～
科
し

長
な が

神社からくり仕掛花火〔科長神社〕
商業観光課　☎23-2615

８
月
１日㈪～3日㈬
祇
ぎ

園
おん

祭〔八坂神社～神柱宮周辺〕
上町　☎080-3184-9847（済陽）
中町　☎090-4993-4339（松山）

６日㈯　17：40～
盆地まつり〔中央通り〕

同実行委員会　☎25-1405

６日㈯　18：00～
高崎夏まつり〔高崎総合公園陸上競技場〕

高崎町商工会青年部　☎62-3131

ウエルネス交流プラザのほっとカフェの一角にある小箱ショッ
プ。現在46組の作家が手作り雑貨を販売しています。７月から
は新しい作家も出店します。世界に一つだけの手作り雑貨をぜ
ひ見に来て下さい！
●営業時間／ 10：00 ～ 19：00　
●定 休 日／火曜日　※7月13日㈬は休館
◎問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　☎26‒7770
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